


















二〇一一年三月十一日の十四時四十六分︑私は名古屋大学で大学院生たちと自主ゼミでヘイドン・ホワイト﹃メタヒストリー﹄を読んでいた︒高層階にいたので揺れが激しく︑学生たちを連れて必死 階段を駈け足で降りた︒携帯でインターネットの情報を見る 津波の予報が出てい その時には何が起こったのか全貌がつかめなかったが︑情報から疎外された状況はその後も︵それこそ今に至るまで︶かわりなかった︒震災から日を置かず︑決ま ていた講演のため台湾に来ていた私は︑現地のテレビで余りに生々し
︵おそらく日本国内で
は情報規制で見ることの出来なかった︶映像
を見て︑ すっかり精神的に参ってしまっていた︒ 三月十五日︑たまたま日本から来ていた編集者たちから「福島第一原発の二号機の格納容器が破壊されて放射能が大量拡散し︑東京周辺の人々が関西以西に避難を始めた」 などという ︿情報﹀ 特集
「2011年 8月 福島第一原子力発電所」（小原一真 撮影）







た一枚だが︑この本は日本ではなく︑遠く離れたスイスの出版社から刊行されている︒ここでは逆 その︿遠さ﹀が小原さんの現場へのまなざ に力を与えている︒今回の特集が取り上げる︿失われた二十年﹀という問題設定が︑過去の栄華を惜しみ それを取り戻そうというな幻想を批判するところに端を発し ことは言うまでもないが︑小
原さんの写真がとらえた廃墟は︑ ︿戦後﹀とい






































































































































































































































rt, Production and D
isplay in Edo Japan. U
niversity of H
aw






















































悪化した時代のことを呼ぶ︒しかしながら︑一九八〇年代のバブル景気を︑その前の高度経済成長の歪んだエコーと捉えるならば︑この〈失われた二十年〉とは︑いわば日本の戦後半世紀の時間が液状化していく過程と捉えることが出来︑それは単に経済の問題に限定されない︑日本の戦後社会 様々な領域の問題に関わるものだ︒文学・歴史・思想などの人文学の分野にお て︑そしてとりわけ日本研究において〈失われた二十年〉について考えることは不可避の課 となってきて るのである︒　
一九八九年のベルリンの壁の崩壊を端緒として世界同時的に劇的かつ急速に進行した冷戦体制の崩壊
は︑戦後日本の思想的基盤を根柢から揺るがすも であった︒例えば一九六八年の世界的な学生運動の高まりの中で にも浸透した構造主義の思想は いわゆるポストモダン思想の潮流に押し流されていったが その背後 は冷戦崩壊後の世界イメージの変容が影を落としていたように思われ ︒　
大きく言えば︑米ソ対立による世界 矛盾を批判してきた知識人たちがいかにその冷戦構造に依存し
てきたかが暴露されたのだが︑それと同時に人文科 研究 中で理論に対して払われてきた情熱も退潮していった︒このことも︑議論 値する現象であろう︒世界の政治構造の激変は 文学・芸術・ 想が政治から自立することを暗黙 前提としてきた︑それまでの知のありようを一変させ 歴史のモードを捨象したところでそれらのディシプリンを成立することを困難にさせた 対象とすべき中心がテクストからコンテクストへと掌を返すように移動していっ のも︑ゆえ きことではなか のである︒　
歴史のモードの支配はもちろん︑ポストコロニアル批評やカルチュラル・スタディーズ︑そしてジェ
ンダー研究などの新し 〈理論〉 導入を促し︑東アジア（東北アジア）を包括する二十世紀史に日本の戦中戦後を位置づける視点を持たないで日本研究を行うこ を不可能にさせた︒戦争責任に加えて戦
特 集
10
後責任というかたちで議論が行われるようになったこともそのことと無関係ではない︒欧米のみならず中国・韓国・台湾の日本研究との連携や対話が一気に進んだことも無視してはならない︒それまで日本国内において人文諸学に分業化してきた日本研究が︑ 〈日本における日本研究〉という︑ 〈日本〉を徹底的に相対化するまなざしによってゆる されるようになったことも重要である︒その一方で歴史に対する着目は︑歴史を解釈し直すイデオロギーの中心化︑主としてメディア 教育の保守主義への反動回帰︑新自由主義の勃興と大衆化（ポピュリズム）という副産物をもたらし︑近現代の に関わる者は︑こうした複雑に交差するさまざまな潮流と応対することを余儀なくされるに至った︒　
以上のように素描することが出来るこの二十年を振り返りながら︑個別の専門領域においてどのよう
な問題系が成り立つのかを整理し︑混迷をきわめる今日 状況の次に来たるべき日本研究 未来のかたちを模索するための議論 場を︑分野をこえて作り出すことが求められている︒本特集は以上の趣旨に則って四名の方に論考をお寄せいただいた︒　
酒井直樹論文は戦後長き わたって維持されてきた合州国中心の地域研究と日本国内 日本研究との



















の経済成長を維持することができました︒したがって︑一九九〇年代初頭に始まりその後二十年以上続いた低成長期は︑あたかも異常で常軌を逸した例外的な時期にみえたとしてもおか くはないしれません︒しかし︑このような見方には︑ある種の視野狭窄が潜んでいることをまず指摘しておかなければならな で ょう︒　
それは︑ 「失われた二十年」を︑もっぱら︑日本という国民を単





























るとき︑この点はとくに重要です︒ 「失われた二十年」 は︑明治の後半からずっと続いていた近代化の寵児として 日本
000000000000
の時代が終
わり︑東アジアの他 社会 比べて日本社会が例外的に先進的であるという思い込みが通用しなくな 時代の始まりだった です︒　
ただし︑このような視野狭窄が︑研究者が陥りやすい罠であるこ






































野において日本のポスト・コロニアルな状況がどのように現出するかです︒細かく分析する時間がないので︑日本研究で前提となっている幾つかの条件を検討 ことを省 て︑その特徴をとりあえず列記す ことを許していただきたい 思います︒　（
1）
帝国の意識の特徴は︑まず宗主国国民と帝国の植民地の住







国やかつて日本が占領した中国や東南アジアの間に存在します︒戦後世界で︑日本と日本の旧植民地であった台湾や韓国 対する関係は︑国家主権の点では︑植民地関係では りません︒国際法の建前にしたがって︑日本も台湾や韓国も同等の独立国民︱国家として扱われてきました︒しかし︑人々のもつ関心という点では︑植民地関係が温存されているのです︒例えば の人々がもつ日本史の知識と日本の人々がもつ韓国・朝鮮史のそれとを比べてみるとすぐに分かります︒日本の若い世代 あいだでは︑韓国・朝鮮を日本が植民地化していたことさえ知らな 人々が数多くいる です︒一九九〇年代には︑韓流や韓国映画スターが日本 観客の多くを魅惑しましたが︑脱植民地化という点では︑画期的な事件でした︒しかし︑この数年︑嫌韓の反動によっ ︑この脱植民地化の萌芽は︑摘み取られてしまった感があります︒こ ような反動の流行を見ていると︑台湾と韓国・朝鮮が七十年前 独立したにもかかわらず︑意識においては︑日本 民は宗主国意識を脱することができ いないのではないかという疑問をどうしても払拭 ることができ いです︒　
二十世紀後半以降東アジアを席巻した消費者資本主義のもとでは︑
文化や流行は︑マスメディア 商品の流通︑インターネットなどの組織によって媒介されています︒したがっ ︑帝国の意識とその裏





























中で生まれました︒ 「日本研究」がその考察の対象とするものの検討は後に回すとして︑ 「日本研究」 研究主観を担う者 方から検討を始めましょう︒ ず確認しておかなければなら のは︑二重の意味で「日本研究」は近代の植民地主義の賜物である点です︒日本が西洋列強によって植民地化されないためには日本を国民国家として自律させることがどうしても必要で︑そのためには日本人意識を日本群島の住民の間 作り出さなければならなりませんでした︒日本人という国民 識 作り出す上で大きな貢献をし のが︑本史や日本文学という人文科学の学問 す︒二十世紀後半 「日本研究」は︑国民を作るため 「主体的技術」としての人文科学制度の一群のことです
（
4）︒この「日本研究」は︑これまで︑日本人として











用するため 研究し︑知識を収集し︑植民地統治の政策を案出するためのものです︒国文・国史を中心とする人文学研究とアメリカ合州国で戦後成立した「地域研究」の日本に関する一分野は︑こうして︑同じ「日本研究」の名の下にいわば呉越同舟してきたわけです︒二つの「日本研究」が︑あ かも同じ日本研究であるかのように︑重なり合うあり方を「二階建てバス構造」と呼ぶことができ のではないでしょ ︒　
パックス・アメリカーナの終焉の予感が立ち込める二十一世紀の




















『菊と刀』に対する和辻哲郎たちの反応でした︒ 『菊と刀』は第二次世界大戦直後の「地域研究」 代表的な作品となりましたが︑そこには隔離された遠方の視座から︑もっぱら対象として み設定された日本社会とその住民を観察し︑記述すると う方法が取られています︒観察の対象となった日本人が 観察者 ある「地域研究」研究者に問い返したり︑反論をしたりする機会が初めか 排除されいるのです︒ 『菊と刀』に示され の特徴の記述には感情的に反発しつつも︑和辻哲郎らは︑日本人に共通する「日本文化」る物が存在する︑日本人と地域研究者が分離されていて両者 間






断絶があって︑欧米の地域研究者は日本のことを く知らないから日本文化を誤 記述したり︑評価したりしてしま 仕方で反論しようとしたのです︒つまり︑植民地構造そのものは受容た上 ︑ の特殊性を綿々と くという︑非西洋人である日本人が西洋人である地域研究者の認知を求めることになるのです︒こうして︑日本 が西洋人に正しい日本の姿を知ってもらう
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ることができないのは︑日本研究者のうちでアジアの周辺国からきたあ いは周辺国で仕事を続ける 占める割合が増えつつある点です︒とくに︑日本の旧植民地からの研究者は︑ますます重要な仕事をするこ になるでしょう︒これは今後の「日本研究」について︑私が楽観的になれ 数少 兆候のひとつで ︒彼らは︑日本に自己画定することはほ んどないでしょうから︑彼ら 「日本研究」は国文や国史などの国民制作に奉仕する古い型の人文科学とは違って︑日本国民を制作 役割 ほとんど果たさないでしょうさらに︑日本の植民地主義の禍根や責任 ついて︑彼ら 客観的な態度を取りやすい︒彼らは ヴェトナム戦争の際 米国 犯した被害や人権侵害を否認する合州 の「地域研究」者や︑慰安婦問題や南京虐殺を否認する一部の日本歴史家のように︑愛国心を彼らの日本研究に無媒介的に持ち込むこと ないでしょ ︒もちろんの母国に対する盲目 な態度が︑彼らの日本研究を鈍らせ はあるでしょうが︑彼らは亡命 知識人
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字は地政的な条件の歴史的変化 目安とだけ考えて下さい︒産業化が進み賃労働が一般化した日本社会と︑いわゆる原始的資本蓄積と われる資本主義の可能性の条件の成立過程を経て ない農村共同体を多く抱えた中社会を︑一人当たりのＧＤＰだけで比べるわけに ゆかないこと 十分承知した上で その後の展開を見てみましょう︒ 九五〇年代から一九七〇年代にかけて日本経済 急速な成長を遂げ︑今から四十三年前 一九八二年には一人当 りのＧＤＰ︱ＰＰＰで合州国のほぼ七十％に達しています（ここで比較されているのは一人当たり国内総生産であり︑購買力平価の修正を経たものです︒名目の値でいえば︑おそらく合州国の水準の九十％近くまでいっていた しょう） ︒他方︑日本との比較で︑中国の一人当たりのＧＤＰ︱ＰＰＰは日本の約三十分 一︑韓国 それは約三分の一 台湾それは半分弱 す︒その十年後の一九九二年に ︑日本の経済はバブル期の成長を遂げ︑一人当たりＧＤＰ︱ＰＰＰ 合州国のそれの八十二％に達する一方︑中国は日本の二十分の一︑韓国は日本 四十五％︑台湾は五十七％にまで伸びてきて ます︒さらにその次 十年間は 衰退が顕著になります︒二〇〇二年になると︑
 一人当たりのＧＤＰ︱ＰＰＰで日
22
本は合州国のそれの七十％でそれ以前とはあまり変わりませんが︑中国は日本のそれの十一％に︑韓国と台湾はそれぞれ七十一％と八十一％と 日本の所得水準に肉薄してきます︒そして二十一世紀になってからの 昨年（二〇一二年）までの十年間で︑合州国の一人当たりＧＤＰ︱ＰＰＰに対して日本のそれは六十九％でやや後退しているのに対して︑中国は日本の約四分の一に︑韓国 八 とほぼ日本と同じ所得水準に達してい す︒さらに注目すべき点は︑台湾が
 一人当たりＧＤＰ︱ＰＰＰで日本を追い越













 14 ,410 ; 中国
 327 ; 日本
 10 ,615 ; 韓国
 3 ,040 ; 台湾






 25 ,467 ; 中国
 1 ,028 ; 日本
 21 ,057 ; 韓国
 9 ,443 ; 台湾






 38 ,123 ; 中国
 2 ,884 ; 日本
 26 ,749 ; 韓国
 18 ,878 ; 台湾






 51 ,704 ; 中国
 9 ,055 ; 日本
 35 ,856 ; 韓国
 31 ,950 ; 台湾
































国体と亡命」 （ 『現代思想』 （
V
ol. 43 , N










にがらりと変わった︒この時期に「失われた十年」という言葉が急激に流通し始めたことは︑それを象徴する︒この言葉が英語の出版物に初めて登場したのは一九九八年の『ニューズウィーク』誌の記事であった︒日本語でこ 言葉が最初に使われたのは︑おそらくそれと全く同じ日の『日本経済新聞』のコラム 中であり︑ 表現を外国人投資家 よるものと て紹介している
（
1）︒どちらが先だった
かはさしたる問題ではない︒ は凋落しつつあ ︑日本は失われたという認識は︑国の内外双方で生まれ いたので ︒
　
この喪失状況をめぐる諸問題が長引くにつれ︑ 「失われた十年」













喪失をめぐる意識を検証するためには もちろんそれ 先立つ楽観的な心理状態を見きわめて︑それと対比させながら︑ の後起きた
























邦訳が出た︒この二つの文書は同一ではないが︑ともに楽観主義と︑日本をモデルととらえる点で共通していた︒フォーゲルの本はアメリカよりむしろ日本で売れ行きをはるかに伸ばしたが︑そもそもこの本はアメリカ人読者に向けて書かれたものであり︑ としては︑現代の社会・経済問題を探 のに国境 外にヒントを求めてはどうかとアメリカ人に訴え かったのである︒大平研究会のメンバー 日本 政治指導層に政策提言をし だが︑彼らもま 他者にインスピレーションを与える存在として日本 潜在的役割 注目した︒　
こうした楽観論と︑一九九〇年代後半以降の日本が何かを「失っ













中角栄とやや似通っており︑吉田茂︑鳩山一郎︑池田勇人︑佐藤栄作︑三木武夫など戦後 宰相 そ と明確に対比される︒大平は東大ではなく東京商科大学
（一橋大学の前身）
から大蔵省入りした︒
そして省内の上司だっ 池田勇人の引き立てを得て政界入りした︒大平はクリスチャンで教養人であった︒知的な影響を受けた人物はトマス・ア ィナスとイギリスの経済学者リチャード・トーニーある︒この二人から大平が学んだのは︑個人と国家を結ぶ仲介グループの重要性であり︑これが規制なき過激な市場経済や 反資本主義の階級闘争が与える有害な影響から社会を護る いう信念だった︒大平は「改良資本主義」つまり社会協調を唱導し︑またローマ・クラブが提唱した「成長の限界」説からも強い影響を受け︑近代化の成長モデル 行き詰まっており︑克服される必要があると考えた︒自民党内での大平は︑防衛費増大と憲法改正を唱える福田派
26
























































































な自分探しをやめて︑自立︑人々 負の側面を伝えることを恐れない強いリーダー︑若者に向けた強固な愛︑そし 物質的な利益だけが人間の幸福の総和ではないという 識への方向転換である︒ の長い論文にみ ぎる張りつめた高揚感は 明らかに転向の後ろめたさを反映したも のだ︒若き日の著者ら 自身 過激派学生り︑共産党員であった︒　
こうして見てくると︑大平報告書は日本が直面する問題を極端に





想しなかったことだ︒以前の論文に見られる左派への恐れと具体的に関連づけて言えば︑協調的な民間セクター労組と企業 賃金交渉がインフレ・スパイラルを抑えこみ︑また「スト権スト」の敗北によって公共セクター労組が大きく後退した︒第二に︑首相のために作成される報告書というものには政治的な縛りがかかる︒そうし報告書は︑現今の危機を大げさに嘆くことができない︒ りに危機に見舞われたとし も︑首相を含めた与党は政権を担っているのであるからなおさらだ ︑提言は首相が政策をつうじて実現可能な施策を推進できるようなものでなくてはならない︒　
日本の経済と文化を新たな「文化の時代」の強靱な基盤として描




反映して︑やがてそれまでとは違う対立軸が登場す ︒これ 日本の左派のプログラムに替わるも と位置づけられは たが︑大平報告書 唱える日本文化のあるべき姿 ︑ ての新自由主義と
のあいだに不安な緊張が生まれた︒この新自由主義の萌芽は︑平等主義的教育や膨張する社会福祉へ激しい攻撃を加える「日本の自殺」にすでにはっきり窺える︒　
台頭する日本版新自由主義にとって最初の重要な契機は︑そのわ















































しが見え いることを指摘して︑ 「日本の自殺」と通底する不安の根拠とするが︑その危機感はさほど強くなく︑あまり悲観的な感じがしない︒かつて想像もできなかった自由と繁栄が達成された時代に著者らが懸念をあらわにするのは︑む ろ国の精神状況についてである︒近年ヨーロッパや北米で表明されてきた懸念と同じく︑著者らが恐れるのは︑新技術︑安価なエネルギーとの結びつきを強めケインズ的需要刺激を行 ︑社会保障制度を整えることを通じた︑経済成長により大衆の福利を促進することを旨としてきた戦後レジームが︑すべての先進工業諸国で将来性を失って まっ ことである︒ 「エレクトロニクス」を除き 技術革新はひとつとして展望が持てないこと 懸念された︒需要管理と日本式行政指導はインフレ下ではダメージを受けるし︑生ま てまも 福祉国家 維持するのは納税者にとって負担が大きすぎる︒社会問題に目 向ければ︑新たに登場した中流階級の「生産中心主義」と「 社中心主義」男の価値観としては肯定できるが︑憂慮すべき動向 いくつかもたらした︒ひとつは「個別化」 呼ばれるものだが︑こ は必ずしも個人主義とはいえず︑む ろ娯楽やゆとりを求める集団から派生てきたように思える︒それと関係し 刹那的充足と快楽追求が姿現した︒これはいわゆ 保身性や利己的なふるまいと関係 おり︑



























































連はやがて強い警戒心を抱き︑改革要求をしなくなった︒ 「市場経済・資本主義は自由競争原理を通じて産業の興隆︑国民生活水準の向上をもたらしているが︑一方で影の部分ともいうべき低成長︑高失業︑所得格差︑バブルの発生︑行き過ぎた投機などの弊害を生んでいる︒要するに︑市場経済・資本主義が内包する様々な危機・問題に対し適切なチェックを行い︑いわばリスク 管理するシステムが必要 なる︒経営者自らがそうした役割を果たすと共に︑社会中に市民・個人を中心にした新 なシビリアンパワー 育成 土壌も必要になる
（
26）」 ︒ここには大平報告書の称賛する管理された競争

























も大胆に進めた改革は︑郵政民営化︑とりわけ郵便貯金と簡易保険の巨大システムの民営化 金融市場のいっそう 規制緩和だった︒小泉の側近のなかでも重要な人物は︑エコノミストで経済財政政策担当大臣であった竹中平蔵だが 首相とその盟友は︑特殊利権
34













働者が増えれば購買力が落ちるかもしれないことは︑気にならないようだった︒似たような発想は︑小泉に近しい顧問であり︑三十年前に「日本の自殺」を書いた「グループ一九八四」の創立会員の一人でもある牛尾治朗にも見られ ︒たとえば非正規労働 増大のような規制緩和の否定的側面について新聞記者に聞 れて︑牛尾は規制緩和が達成にほど遠く︑小泉の在任中に進んだのは必要な改革二割ほどしかないと答えた
（
32）︒小泉改革のもう一人の盟友でオリック



















































































































行を守れという進軍ラッパは︑その「新しい姿」をつくるために何を追加すべきかについては明言していないが︑おそらくある程度の柔軟性を えるこ だと推測できる︒しかしな ら︑ の全体の論調は改革とはほど遠い︒厳し 経済危機の渦中で少なくとも厚労省が主眼を置いたのは︑既存の制度を変革す よりはむしろ補強することだった︒　
第二次安倍政権の経済に対する考え方と政策は︑現状のままを希
望し︑それを守ることと︑自由市場改革を求めることとのあいだをとりもつ折衝役 とことん演じつづけることだった︒政府は一方で勤続三年たった派遣労働者の正社員化 企業側に義務づける条項を削除することで派遣労働者法の改 を果 すと同時 ︑ホワイトカラー・エグゼンプションを推進しつづけた︒そ 一方で︑二〇一四年十二月の衆議院選挙において安倍政権が成果の目玉 して喧伝したのは︑大卒の正規雇用内定率の上昇だった︒また安倍首相二〇一五 春にも前年同様︑労組とともに︑企業経営者に春闘での賃上げを要求して︑かつてない圧力をかけた︒まさに労使のコンサ
ルテーションに国家を介入させる経済管理の協調主義的モデルが︑持続どころかいよいよ浮き彫りにされた実例である︒　
だが︑行政指導の絶頂期のような経営管理スタイルが健在のまま


















は仕事・女は家庭という役割分担の持つ困難や︑そうした困難を支える世界観︑ 性のとり得る選択肢 幅を広げる必要性について気が付いているとしながらも︑こ した役割分担 よって定義される伝統的近代にまさに束縛されたまま あった︒　
大平報告書の家庭をめぐる議論は一九八〇年の時点ですでに︑日




告書はまた︑若 ころから仕事の世界でキャリアを追求する道を選んだ女性に対する子育て支援などの政策が必要だとしているが︑大方の前提となってい のは︑男は仕事・女は家庭と う構図であ ︒　
報告書は︑子育てという最も負担の大きい時期を終えた女性のた
めに豊かな文化生活を描いてみせる︒全 およそ半数が家庭の外で働いていることに言及しながらも 女性が「文化︑スポーツ︑
趣味︑お稽古ごと︑仕事︑ボランティア活動」など︑さまざまな活動に参加できるようにしなければならないと記し︑さらに後段の「婦人の生きがいと生活設計」という一節では︑人生で女性がとれる生き方を列挙する︒その一つはパートかフルタイムかにかかわらず外で働くことだ︒女性に自分の受けた教育︑才能︑職場での経験を役立て 能力をつけてもらうこと 重要性については たし触れている
（
49）︒しかし報告書には全編つうじて︑ 「男が一家の稼ぎ手」






































































































けていても︑結婚するとフリーター は くなるのだ︒そ どころか︑一家の稼ぎ手とみなされる夫がいるかぎり︑女性 公式なアイ
デンティティは非正規雇用の個人ではなく︑扶養される妻になってしまう︒　
厚生労働省は実際面でこの定義よりも柔軟な運用をした︒
二〇一一年のある報告書で厚労省は︑フリーター 「自分の就きたい職業がみつかるまで時機を待つ﹁モラトリアム型﹂ ︑正社員になりたくてもなれない﹁やむを得ず型﹂ ︑はっきりした将来像を持っているが︑とりあえず生活のために働いている﹁夢追求型﹂の三つに分けられる」 述べている
（
60）︒二〇一二年︑厚労省は全国の公共就
労斡旋機関に二百を超す「就労支援セ ター」のネットワークを構築した︒その任務は非正規の若年 働者︑とく フリーターとみなされる者に長期安定の定職をみつける支援をすることだ
（
61）︒目標は







フリーター人口のかなりの部分が︑社会に適切な居場所をみつけられなかったからではなく︑自分の意志で積極的にその道を選んでいるからだ︒それでもなお︑多くの青年が望んでも安定雇用をみつけられずにいることを考えれば この制度を始めたこと は意味がある︒この就労支援制度は既婚女性に対して公式に道を開きはしたものの︑フリーターという言葉の歴史的文脈全体から見ると︑女性家庭 番人であり︑そのデ ォルトの有り様は 補完的な活動を担う雇用に属す ものである 見方が︑いまだに力をもって持続していることがわかる︒　
本稿はここまで主として政治家や官僚のイデオロギーと政策に着





ていなかったこ がわかる︒たしかに︑女性は結婚後も子育て期間中も︑さらにそれ以後も︑仕事をつづけるべきだとする男 の割合は︑一九九二年の二十 ％から二〇一二年の四十八％へ着実に上がっており︑二〇一二年の数字だ 男女間の違いは二 以下 ぎない︒しかし「男は外で働き︑女は家庭を守るべき」とい 意見を








長期的観点で見たとき︑女性の広範な社会経済的役割に肯定的な人はゆっくりと断続的に増えているが はっ りと流れが変わっ ことを示す分岐点には達していない︒　
最後に︑最近の安倍政権による女性のエンパワーメント支援政策
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から人へと重心を移し という新人文主義者たちの理解によって︑まだ漠然としたものであっても個人という概念が生ま たのである︒しかしそれが完全で自律的な「個人」という概念に成長していくには十八世紀後半を待たねばなら かった︒古典的自由主義 理論化したジョン・ロックやジャン＝ジャック・ルソーは︑個人を︑一定の権利を持つと同時に学問 文化によって規定された義務を要求される存在として構想し
（
G
rafton 2010 , 465 ）︑個人の概念の発達に大











































































































と︑何か外在的な参照対象を必要とするようになる︒西洋人が神から離れた一つの背景には︑世界中に植民地を拡大していく過程で遭遇した未知の文化と社会があった︒この出会いに って︑自己を知ることで自己を完成させようとするフマニタス ︑知られることによって自己になるアントロポスの︑分かちがたく結びついた︑根本的に非対称の関係が生じ ︒これは複雑な歴史的形成過程に対する非常に簡略な説明であるが︑アントロポスは人類学 知識の対象であることから逃れ はできず 方フマニタスは︑外からは定義されずに︑すべての知識の主体になることに って自己形成しようとする
（
Sakai 2010 , N
ishitani 2006 ）︒そしてやがて︑このフマニタ


















反映している︒アメリカは︑日本を経済成長させることが︑日本ばかりでなく近隣地域に安定 もたらすと考えていた︒同時に日本を︑貧困によって起こる危険が高まる共産化に対する防波堤と て機能させることも考慮 た 西洋的な自由資 主義によっ 現実にどれだけの が達成でき かを示すモデルケースに日本を仕立てることがアメリカの利益に適うことであった︒一九五〇年代以降のアメリカにおける日本研究は︑自由民主主義的な近代化論を奉じ︑どのようにして日本がこれほど近代化に成功し発展し かを示 ことを日本研究の向かうべき方向 した︒政治的な力学の働いたこうしたアジェンダによっ ︑日本とアメリカ おけ 日本研究の他の研究課題や関心は隅 追いやられてしまった︒　
戦後の日本研究において︑研究課題を見つけてはそれを日本とい






er 1975 , H











アジア的〉と認識されることによ 初めて学問的な注意を引いた︒したがって西洋の優越を前提とする視点からすれば︑ 〈われわれとは異質だ〉というこ と〈アジア的である〉と うこ は︑人類学的身振りの中で︑ 暗黙裡に同義であ と想定されたのである」
（
Sakai 
2010 , 457 ）︒
　
日本では︑丸山眞男と大塚久男に代表される︑日本の民主主義と













































する日本における強い反対運動もこの系列に入れてよいかもしれない︒こうした歴史 な変化を考える際には︑グローバリゼ ションの主観的・文化的な次元を考えるべきであ ︒つまり︑グローバリゼーションとよばれる についてのある種の意識が存在しているかどうかを問うのである︒こ 意識が存在す な ︑それは新自由主義的経済グローバリゼーション 対する批判的な立脚点になるだろう︒グローバルな意識とは︑アメリカのジャーナ スト トマス・フリードマンの説く「フラットな世界」というヴィジョン／スローガンに代表される︑新自由主義経済的なグローバリゼーシの均質性や仮想的な平等を是とするのではなく︑社会 経済的な不平等を批判しながらも︑異種混淆を祝い︑それを擁護する である︒それが︑経済的なグロ バリゼーション 主因では くとも一つの推進力になったのか︑あるいはその逆な か あるい 意識
現象との間に弁証法的な交差があったのかはよく分からない︒しかしいずれにせよ︑ある事象を生起させ得る基本条件を取り込んだ意識を持つこと は大きな意味がある︒というのは︑そういう意識を持つことが︑ある変化を惹起するプロセスの一部に率先して加わることだからである︒その意味で︑ポスト冷戦のグローバリゼーションという条件下 ︑資本主義をベースにしている国民国家の制度的・認識的枠組みを超克する までは言わなくても︑それを相対化できるような新しい意 の可能性を想像することはできないものだろうかという問いが有意義な であ ︒　
アメリカの日本研究における近代化論は︑ずっと政治的なアジェ








































































立︑私立合わせて十三大学のプロジェクトのみが採択され 次に二〇一二年には︑グローバル人材育成推進事業 いう二 矢が放たれ︑四十二大学が採択さ ︑毎年一億二千万～二 六千万円が五年を限度として支給される︒ らに二〇 四年にはスーパーグローバル大学創成支援が打ちだされ 国際化への対応と世界競争力を高める構造改革実施のために 三十七大学に毎年二億～五億円が十年限度として予算配分されることになった︒　
日本学術振興会がこれらのプロジェクトで推進しようとしている
60
大学の構造改革の主要なポイントは︑留学生を引き寄せるための︑英語で講義が行われる科目︑特に日本関連科目の増設︑教員組織における多様性と英語話者を増やすための外国人教員 採用 海外の大学との協力的な関係の構築︑国際的な教育・研究活動 定常化などである︒こうした企画に対して それでは「英語帝国主義」に屈することにならないか︑
 グローバリゼーション・プログラムは一過
性の流行に乗るだけ もの 実質 欠ける では いかといったような批判がかなり多く聞かれる︒しかし日本の大学︑特に主要私立大学は︑政府の発議に積極的に応じ ︒ いうのも 財政を主 授業料に依存している私立大学は︑今後存続 発展していくためにグローバリゼーションに活路を見い そうと ているからだ︒　
日本の大学は改革の一環として︑国際的な経験の豊かな︑英語話
者の教員を次第に多く採用してきている︒その意味で日本は︑トランスナショナルな大学の構築を進めているアジア諸国に足並みを揃えようとしている︒日本研究で博士号を取得した研究者たちが そうした人材のかなり大き 供給源になっ ︒彼らは︑英語圏日本研究と世界 他地域で行われている日本研究︑それ 日本で行われている日本語による広義の日本研究とを繫ぐ役割を果たすことができるだろ ︒そしてそれを支えるのが︑前述の 国際会議の開催︑教育・研究交流︑様々な形態 協働性を発展させようとす 政府支援のプロジェクトである︒
　
日本の大学のグローバリゼーションは国家主導であり︑グローバ
ライズする経済において日本の競争力を増そうという意図で始められたものではあるが︑日本の大学には︑グローバリゼーションのスローガンの背後に新自由主義的な動機が潜んでいることを強く警戒する姿勢がしっかりと存在している︒新自由主義的グローバリゼーションに批判的であるという意味で︑日本 は︑グローバリゼー 批判の世界 意識の一部を成している︒しかし日本民族とその政治的具現である国民国家 しての日本に対する批判意識となる ︑うってかわって著しく脆弱なままで︑ と う国家 および人文主義︱国民国家のネクサスに対する批判的な考察が行われているという明確な徴候はまだ見ら ない︒　
それでも現在生起している変化は歴史的に意義深く︑様々な潜在
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に素描している『糞礼記』は︑しばしば自然主義小説の秀作として評されるが︑この小説 魅力は︑む ろ現実︑およびそれを説明する既往の言語や概念などが完全に掘り崩されているところにあるといえ ︒小説の具体的な内容について 後述するが︑本稿は︑この『糞礼記』を「失われた二十年」を生きている現代日本とつなげて読みなおすことを目的 するものである︒　
日本の「失われた二十年」と︑六十年代のある韓国小説を︑同一


























抑えつけられ 政治的な意味で抑圧されている︑言いた ことも言 ない︑政治に参加できない︑権利を奪わ 」 う人び の不満︑および「働いても︑働 て 食っていくの やっのような経済的な不平等」 対する憤慨 現れでもあ
（
8）︒こうした




















二項対立を設定した上に「状況の複雑さへ 理解︑関与を」拒否しつつ︑ 「この悲惨な現状の責任は誰かがと べきだと確信」することで「 ねに黒幕の存在が求められ 」といっ 暴力性の噴出として現れるのである
（
12）︒自分に迫っている生存権の危機とその不安を人














































































































によって展開され べき政治というものをどう かし 言語化せんとするならば︑健全な 民主主義の樹立 いうポピュリズム 二つ目の誘惑を拒みながら︑ 「さらに一歩進んで く
（
31）」作業に邁進する

























































































































父と娘は︑がたがたと震えながら棺の輿がおかれている小屋から出てくる︒糞礼は石旦那が鍵をかけるさい︑さっさと尻をむいて座り︑おしっこをする︒引き締ま ていた 腹がすっきりすると︑糞礼の心も軽くなったようだ︒石旦那もおしっこがしたかったのか︑ 鍵をかけるやいなや急いで遠くまでいき︑ しこをする︒娘は白い雪原の上に大きくて老 カボチャ ようなもの 作り︑父 立ったまま小さいズッキーニのようなもを作る︒
（一七二︱一七三頁）




自殺した後︑すでにヨンパルに強姦されていた糞礼も罪悪感で自殺を遂げようとするが︑やめて生きようと決心する場面︒結婚が決まり︑式の当日旦那となる男の家に父と一緒に行く場面︒その旦那から暴行を受け︑旦那の家族からも浮気をしたと誤解され追いだされた糞礼が︑ついに狂ってしまい村を去っ いく最後の場面である︒「いかなる上昇運動も否定された」糞礼の生は︑ 「苦痛や受難さえ劇的なものになりえず 生 意識的な配置や言語的な顕現がありえない場所」になげうたれて るが
（
39）︑それゆえ糞礼は︑ 「非存在」と
しての排泄物を自分のなかから押しやるこ でし 己を ぐる世界の意味が確認できない︒　
要するに︑排泄物という意味の陥没点に︑むしろ糞礼は存在の意























る糞礼にとっては この「排出︑痙攣︑叫び声」 「しゃくり上げ︑嘔吐」こそが「自分を産みおとす」 糸口」になるのだ
（
42）︒アブジェ































































































らの生活は︑あまりにも不潔で淫乱であるがゆえに︑ 国家主義的な発展戦略」の対象として捕獲され どころか︑むしろ排除すべきアブジェクトに転落せざるをえな ︒
貧困が開発︱近代化への期待のなかで馴致される時代であった︒
74













































日雇い労働者︑無職の人びとが参加したデモが起こり︑やがて全国各地が革命 炎 燃えるようになった︒四月十八日︑高麗大学校の学生たちは「青年学徒のみが真正な民主歴史創造の役軍 なることを銘心して総蹶起
（
62）」するという宣言文を作成し︑デモをはじめた︒


























つことができなかった︒各大学の新聞社説が「血を吐くほど悲痛なわが学生たち 義挙により︑すべてを成就することができた」 「学生たちの血管のなかには︑過去の三・一運動や︑光州学生事件における先烈の血がほ ばしっている」 「犠牲になった学生たちに対する新たな哀悼 気持ちが湧きあがる」というように
（
68）︑革命の意義を
























民にも共有さ ていた点が露骨に現れている︒しかしながら︑実際において「くたび 服の少年 ︙︙靴磨きのちびたち︑みすぼらしい姿の失業者 ちによりデモ隊は混沌としていた
（
74）」のであり︑

















































を見下すことはできない︒ただし いうなれば「学生」たちにおいて民主主義が革命の目標であったとすれば︑アブジェクトたちにとっ はむしろ革命の対象であったと いえるだろう︒













































































































































































二〇一〇年︑一〇七頁︒なお︑こうしたポピュリズムの性格については︑鵜飼健史「ポピュリズムの両義性」 （ 『思想』九九〇号︑二〇〇六年） ︑杉田敦「
「決められない政治」
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People ʼs Party ）に由来する︒すなわち︑ ポピュリズムの初発は「基










































































































































































想家である︒シャンタル・ムフとともに主唱した「ポスト・マルクス主義」の核心には︑七〇年代から行われていたポピュリズム論が据えられているともいえる（ 『資本主義・ファシズム・ポピュリズム』 （一九七七年）横越英一監訳︑柘植書房 一九八五年） ︒ラクラウは二〇〇五年には︑ 『ポピュリズム的な理性について』を刊行し︑ポピュリズムにおける政治的抵抗の可能性を提示するに至る（
O
n Populist Reason, London: V
erso, 2005 ） ︒ここには





























































































































































































































 劇場」 （一九六八年） 『韓国小説文学大系』五〇巻︑東亜
出版社︑一九九五年︑四四︱四六
（



































































































空海は︑真言宗の開祖として仏教界における影響のみならず︑詩文に長じる一詩人として︑文学理論書『文鏡秘府論』や作品集『性霊集』などを遺し 宮廷詩壇に及ぼ た影響も甚だ大きい︒ 『性霊集』巻第一に収まる「遊山慕仙詩」及び良岑安世に宛てた「入山興」（ 『経国集』梵門にも見える）
︑ 「山中有何楽」など一連の詩作は︑六
朝と初唐の文学を背景にもちながら︑宮廷人の梵門詩と ︑そのもととなった『荘子』逍遥遊︑ 『文選』 「遊仙詩」 ︑ 「遊天台山賦」などの詩文 も異質なものをもってい ︒とくに『性霊集』劈頭 置か
れた「遊山慕仙詩」はその好例である︒詩題は一見遊仙詩のように隠逸風であるが︑内容は仏教的なものが少なからず含まれている︒波戸岡旭氏はこの一首の構成や︑出典︑さらに創作動機及び主題などについて︑ 『楚辞』の「遠遊」 曹植・郭璞の「遊仙詩」といった従来の遊仙詩との類似を考察し︑空海の「遊山慕仙詩」は仏教思想を説くも でありながら︑単なる遊 の意 みで く︑俗塵や無常をも併せて述べたところか 本格的な遊仙詩であると主張した
（
1）︒
これに対し︑井実充史氏は「 ﹃文選﹄遊仙詩を踏襲した形跡はない︒言及しつつ踏襲し いない うこと ︑意識的に無視あるいは排除したといえる」と異議を呈し︑ 「形式・内容ともにまったく新たな遊仙詩を歌 上げようとする」空海の創作意図 強調 た
（
2）︒両氏

























































き︑筆鸞鳳を翔らす」 ︑ 「勝辯巧みに發し︑詭言雲のごとくに敷く」と︑創作技術について両者を肯定しながら︑ 「但恨むらくは濫に淫事を縦にして曾て雅詞無し」 ︑ 「未だ後誡の準的とするに足らず」と︑思想内容に関 は両者 否定した︒ 先人の遺美」に並ぶと両者の古典としての価値を認めつ ︑ 「後誡の準的」に足らずと︑勧誡の模範にならない 批判する︒ここか ︑ 「否定しながらこれを肯定し︑拒否し がら承け継ごうとしている
（
5）」空海の文学受容に対す






















『三教指帰』の思想論としての性格をより鮮明に際立たせている︒『三教指帰』の内容から見れば︑まず儒教を紹介し︑次に道教の立場からこれを批判し︑さらに道教を仏教の立場から批判するという空海の仏教主導の立場は一貫している︒しかし︑それは必ずしも道教︑儒教を排除することを意味しない︒外来文学 受容において見られる姿勢が︑批判しながら継承すると う︑外来思想の受容における姿勢と相通じるものであること 見逃せな ︒一方︑表現の面では︑序の「信大聖之誠言」に見える「大聖」 『聾瞽指帰』に見えない仏 呼称が注目に値する︒空海の「御請来目録
（
6）」を繙く
と︑ 「大聖文殊師利菩薩佛刹功徳荘嚴經三巻」 ︑ 「大聖天歡喜雙身毘那夜迦法一巻」とあ ように 「大聖」は当時唐土で出回った仏教関連書で広く使われた呼称であった︒さらに遡 と︑唐 道宣が編纂した仏教と道教の論争文『広弘明集』の序文には︑ 「原夫小 大道自古常談︒大聖小聖由來共述」とある︒ 「大聖」は単な 仏の呼称だけでなく︑仙人を表わす「小聖 対照的な表現で︑道教より優位に立つ仏教観をも込めている︒ 「御請来目録」に 三教不齋論
（
7）」





















































































































































はただの形式であり︑その本質は隠逸 通ずるものである︒ 「清波」「丹荑」 「靈谿」など仙境らしい自然を描くのは︑ 「安んぞ雲梯に登るを事とせん」と考えて︑官界にとどまり︑仕官して栄達することを超越するためである︒　
ところが︑詩人が憧れた仙境は「源に臨みて清波を挹み︑崗に陵










































































































なり」とその文彩を評価しながら︑ 「空しく牛躅を談じて未だ大方を説かず ︑ 「義理の未だ盡きざることを惜む」と︑その内容が「空談」にとどまり︑民衆の教化には役立たないものであることを批判した︒これは梁・僧祐編『弘明集』の序に見える「
（牟子）
讀神仙































































































































































































































































































































































































































































その相違は何と言っ も序 「煩擾を俗塵 悲しび︑無常を景物に比す」と述べているように︑仏教の無常思想の導入にある︒ 「遊山慕仙詩」の展開を顧み と︑まず︑冒頭において「遊山慕仙詩」舞台を描き︑仏教に基づく一首の基本的立場を示す︒次 俗世における汚濁︑無常 実態 具現する︒続いて︑神仙思想に基づいて小仙界を創出し 俗世を超越しよう する︒さら 小仙界を名かりのものとして否定し 大仙界すなわち仏教の境地をもって神仙境を超越しよう する︒最後に︑法 への旅立ちを唱導し その至難さを慨嘆して筆を擱く︒この一首から︑空海の脳裏における「俗界︱小仙界
（隠逸的境地を含む）
︱大仙界」という三段階の構図が
うかがえる︒俗界 らいきなり大仙界に至る ではなく︑小仙界を中間段階として通過して大仙界に辿りつく である︒三段階 中で小仙界が俗界 仏教界と つなぐ架け橋のような役割 果たる︒神 思想に基づく『文選』の遊 詩は「朱門︱山林」 すなわち「俗界︱小仙界」という二段階にとどまり︑しかも︑俗界を官界に特定し︑遊仙の形を借りて隠逸の主旨を表わすものである︒これ































































































































































































































空海の「遊山慕仙詩」を考察した︒空海の詩作を分析するにあたり︑まず︑ 『聾瞽指帰』と『三教指帰』及び『文鏡秘府論』を通して彼の文学観を把握し︑さらに『文選』遊仙詩の隠逸詩的性格︑二段階の構図を明らかにしたうえで︑ 「遊山慕仙詩」 内容︑構成について分析を行なった︒最後に 中唐詩僧・皎然 「短歌行」との関わりについて考察した︒　
従来の遊仙詩は︑神仙思想に基づく「俗界︱小仙界」の二段階に
とどまるものであった︒ かし 空海の「遊山慕仙詩」は︑仏教的立場から官界へ 嫌悪を俗世の煩悩として一般化し 煩悩と無常に満ちた俗界を超越しようとする小仙界をある程度肯定 つつ︑仏教の無常観をもってその超越性を相対化 ︑さらなる超越的境地への帰依を唱導する「俗界︱小仙界
（隠逸的境地を含む）
︱大仙界」と
いう三段階の構図 ︑みごとに遊仙詩 超克 実現 ︒　
その背後に︑入唐の経験によって成立した文学を布教の手段とす












































































































姚垚「皎然年譜稿」 （ 『中国書目季刊』第十三巻第二期︑一九七九年） 賈
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身に付けた上で聖職者 して︑そしてコロンナ家の家臣として忠実に仕え︑各種の交渉・折衝に従事したことが見て取 る︒コロンナ家において人文学 家庭教師を努め 著述面でも数々の業績を残し
104






















































  狩りで仕留めた獲物以外は獣を口にせず︑牛乳も飲まないことについて︑ヨーロッパの食べ物や嗜好品の臭いを日本人が嫌いだからだとし いる︒
・



















  日本においては刀がダイヤモンドよりも価値があるものである︒戦で用いる武器は多種多様であり そのどれもがヨーロッパのものよりも優れている︒
・
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かれたのか 述べてい 日本における身分を支配階級と被支配階級に分けて説明し︑それぞれの職務︑相互の関連性に触れており︑内裏の説明においては 内裏が極めて理性的であり誰からも崇拝される存在で︑内裏による統治体制 スパルタ 古代ギリシア︑ローマに勝 とも劣らないとし いる
（
28）︒一方で︑ 「宗教誌」では仏教と













方について見ていきたい︒内裏 統治の性質と対比させて︑織田信長や豊臣秀吉といった権力者 性質 言及 る︒その際に︑violenza （暴力）
といった「負」のイメージが伴う視点から深く捉え









































































ていた可能性は少なからずあ 日本記述が含まれるカンパネッラの著作︑ 「日本略記」共々ボルゲーゼ文書に収められている事実も︑このような教皇庁を取り巻く環境と深く結びついている 推察すのはあながち間違いではないであろう︒　
このような諸々の背景に鑑みれば︑アマーティ︑ボルゲーゼ家双
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グスマン：テキスト①「彼等は棕櫚の薄い畳の上に坐り︑一人一人小さな四角の膳に向かつて食事し︑一皿毎に︑別の膳で運ばれる︒食卓掛︑ナプキン︑ナイフ︑フォクは用ひないが︑非常に清潔︑清楚を保ち︑象牙又は木の一パルモ前後ある二本の箸で食物を取り これ器用に使つて小しもこぼさない︒彼等は牛乳及びそれを材料として作つたものを非常に嫌ふ︒牛乳 山羊の血の変色したものとして︑我々が生血 飲む人に対するやうに︑牛乳を飲む人忌む︒これと同じく牛︑羊を食べる事も︑丁度我々が馬肉その他の野獣の肉を食べる人に対するやう 吐気を感ず
（
44）︒ 」

































短期間のうちに書き上げる折に︑ 「博物誌」を効率よくまとめようとしたために︑以上のような『東方伝道史』からの抜粋が生じたことも先に触れたとおりである︒しかしその一方で︑両テキストに対し更に綿密な分析を加えていくと︑ 『東方伝道史』からの抜粋箇所には読み手であるボルゲーゼ家 対して簡潔かつ効果的にヨーロッパのものと大きく異 る日本 文化・習俗を伝えようとしたアマティの態度が浮き彫りに ってくる︒　
アマーティとグスマンのテキスト①傍線部では︑日本人が牛乳に




ente la leche, y las 

























たイエズス会ローマ学院で学んでい 時期が ったこ から︑イエズス会のこのような方針を認識していたはずであり︑語学 長けいたが故の個人的関心も加味して︑上記のように言語と文化の親和性を示唆する記述をそのまま抜粋 たものと思われる︒　
したがってテキスト①︑②における抜粋箇所を見比べていくと︑

























アマーティ④「坊主たちはしばしば非常に華麗に説法を行う︒というもの坊主が説教壇に上がるときには絹を身にまとい︑片手に金の扇子を携えて︑高価なテーブルの前に立つからだ︒そこには本が置かれている︒幾多の宗派の迷信深い祝賀や︑またある時 道徳的な教義を唱え 宣言するためのものだ︒それ は︑二千～三千人を超える聴衆を何度も泣かせ 程︑雄弁で効果的 説教の目的は︑ 「信仰を立 ている を通して み︑人は救われるのだ」と︑聴衆を説得することにあ ︒形式主義のあらゆる偽善が︑これら坊主らに叩き込まれている らであり︑うわべだけの外見や謙虚で甘美 話し方に目を奪われ と︑坊 たちが偉大な神性や美徳の備わった人間であ かのように映 からだ︒もっとも︑彼らは邪悪 罪に満ちてい のだが
（
51）︒ 」
グスマン④「彼等は度々荘重な外貌を装つて説教する︒即ち説教僧は絹の僧衣をつけ︑手には金の扇を持ち 高座又は説教檀の様な高所に登つて︑贅沢な天蓋を吊るした下に卓を置き︑その上 書物をのせ︑少し読んでは雄弁にそれ 説明し︑時々通常二千～三千人 越える聴衆を感泣さす︒そ 説教の目的は聴衆に彼等が説く宗派のみが救済 保証する事を説き︑引き続き信仰する

















グスマン⑤「この阿弥陀の宗派は日本に広く弘布され︑繁盛してゐるものの一つである︒何故なれば日本人は聡明な国民である故に︑来世︑霊魂の不滅について何らかの徴候を持つてゐる︒それ罪障の容赦︑救済が容易に約束される教を喜んで迎へ からである︒阿弥陀 寺院に住んでゐる僧侶は︑鈴 鳴らし がら南無︑阿弥︑陀仏の三語を高誦して︑町を托鉢して廻り︑多大な喜捨を受け 彼等は又熱心な信者に紙で作つた偶像の形をた着物と多くの守礼を与へ︑それを受け れば︑若 死んでも救はれる 保証してゐる︒それ故に日本人はそ に多額 金を支払ふ︒これは僧侶 よい所得 収益 一つである
（
54）︒ 」
アマーティ⑥「法華宗徒は︑日本にいる仏教徒のなかで最も強情である︒それは彼らが法華経に受け継が ていることや見解を土台にしているからだ︒コーラン 通して統治されているトルコ人やムーア人のように︑彼らは法華経を通して統治されてい 議論をすることはなく︑偽りを認めることがないから理性を働かせこともない︒坊主たちが大変な名声 得ているのは︑彼らが救いと天国への道筋に便宜を与え︑同時に確心の証とし 釈迦の図柄が描かれた紙の衣を与えるか である
（
55）︒ 」







porque se lo pagan m
uy bien. ）
が削除
され︑アマーティにより仏教の勤行 つ の記述「すなわち︑キリスト教の聖職者が行う うに︑内陣に列席し︑本を読みあげるということだ︒ 」
（
et altri essercitij; assistere nel C
















uy ordinarios, y los oyentes m
uchos, y cada 
vno offrece algun dinero, es m




た信者と聖職者とのあいだで行われる金銭授受の具体的な記述は「削除・改編」の対象とされており︑アマーティの「吟味・峻別」する態度は一層強まっていく︒グスマン⑤では︑ 「彼等は又熱心な信者に紙で作つた偶像の形をした着物と多くの守礼を与へ それを受けてゐれば︑若し死んでも救はれると保証してゐる︒それ故に日本人はそれに多額の金を支払ふ︒これは僧侶のよ 所得︑収益の一つである︒ 」
（
y feligreses ciertos vestidos hechos de papel, con el nom
bre y figura 
deste Idolo, con otras m
uchas nom
inas assegurandoles la saluacion, si m
ueren con 
ellas. Por estos vetidos y papeles, dan los Iapones grande sum
a de dinero, y es vna de 
las buenas rentas, y grangerias que tienen los B
onzos. ）
であるのに対し︑ア




 sogliono raccogliere 
gran lim
osna e donare alli deuoti alcuni uestiti di carta con l ʼim
agini dell ʼIdolo 



















たディエゴ・デ・メスキータのように修道会の行き過ぎた商業主義に批判的な立場をとっていた者もいた︒グスマンに至っては︑イエズス会士らの書翰や報告書の類を布教史として手堅くまとめあげる必要があった めと思われるが︑儲けや利益に対して自ら 主張を織り交ぜるような記述は︑ほとんど見受けられな ︒一方で︑アマーティもまたイエズス会ローマ学院を通して︑ 「良心例学」等を用いたイエズス会の布教方針に則った教育 受 ていたこ は先に述べた通りである︒ 「宗教誌」に見受けられるグスマン記述の削除・改編の第一の要因が︑仏教 諸々の 述に認められる生業と宗結び付きを匂わせる箇所の暈
ぼか
しであったことは︑前述してきたよう
な彼の厳格なキリスト教に対するスタンスや経歴︑ 想に鑑みれば明らかと言える︒しかし︑儲けや利益に寛容であったイ ズス会の貿易による布教資金獲得に対し賛否 わかれていた状況も加味すば︑アマーティによるグスマン記述の削除・改編に︑当時のイエズス会の状況が消極的 反映されてい と解釈して ︑あながち間違いではないだろう︒一方で「政治誌」 は 日本キリシタン教界においてイエズス会とライバル関係にあったフランシスコ会を称揚する記述
（
58）が認められる︒慶長遣欧使節を主導したフランシスコ会士ル
イス・ソテーロの影響により︑フランシスコ会へ 賛辞が挿入された可能性も一方にはあるが︑この記述からもアマーティ自身 イエズス会との微妙な距離感︑ならびに自らの信念 基づいて儲けや利
益といった文言を積極的に吟味・峻別した態度を窺い知ることができよう︒　
さらに︑この意図的隠蔽はグスマン︑アマーティ両テキスト⑥に
おいて︑より具体性を増していく︒グスマン⑥後半部において「これ等の僧侶も阿弥陀を祀る人々の様に深く畏敬されてゐる︒それはいず のものに 極楽への道が容易に開け︑救済が安価に売られるからで︑そ 保証として法華宗の僧侶も亦阿弥陀のそのやう ︑同じ価格で紙の着物及び守礼を与へてゐる︒ 」
（
Son tenidos estos B
onzos 
entanta veneracion com
o los que adoran el Idolo de A
m
ida, porque los vnos y los 
otros hazen m
uy facil el cam
ino de su parayso, y venden barata la saluacion, y para 
asseguralla, dan estos B
onzos Foquexus, tam








て行われていた贖宥状販売を想起させる記述 なっている︒一方アマーティ⑥では︑ 「坊主たちが大変な名声を得ているのは︑彼ら救いと天国への道筋に便宜を与え︑同時に確心 証として釈迦の図柄が描かれた紙の衣を与えるからである︒ 」
（
I B
onzi son tenuti in gran 
reputatione, perche facilitano il C
am
ino della salute, e del paradiso, dando anche 
loro uestiti di carta con la figura di Iaca per certezza. ）
といったように「釈迦
の図柄の描かれた衣」の価格や販売について記述等 幅 削除され︑坊主たちの具体的な記述も簡便にまとめられあげられており︑グスマン 記述にあるよう 贖宥状販売を連想させる文言は巧みに
118
隠蔽されているのがわかる︒そしてアマーティ⑤では︑浄土宗における守礼販売の記述に対するアマーティの改編は︑若干手を緩めている印象を受けるが︑議論 進むにつれて︑つまりアマーティ⑥では贖宥状販売 イメージさせる文言の意図的隠蔽 傾向が強まっている点は留意しておきたい︒　
既知の事実であるが︑一五六三年に終了したトレント公会議では︑






加えることにより︑アマーティが「宗教 おける利益」に対し︑極めて否定的な態度を示していたこと 明らかと た︒ 「日本略記」は『伊達政宗遣欧使節記』を脱稿してから日 置かずし 執筆されたものであり︑急ぎボルゲーゼ家に本著作を献呈せねば らぬ状況にあって︑内容の中核とした「政治誌」以外は『東方伝道史』か多く抜粋されたものと思われる︒した っ 短期間 うちであって




時は︑ボルゲーゼ家出身のパウルス五世が 皇 座についていた時期であり が宣教師報告を通して海外情報 入手しやすかった背景を踏まえつつ︑ボルゲーゼ家側が日本の統治機構への理解を深めるために︑アマ ティに対し執筆を指示 つまり供給を促し︑アマーティは「日本略記」を献呈する とでそ 需要に応えようと た知的需給関係の可能性を指摘 た︒本論文後半部では︑まず来日イエズス会士の情報がボルゲーゼ家に伝わ 過程の最終段階を︑アマーティの「削除・改編」という視点から分析 加
シピオーネ・アマーティ著「日本略記」（手稿）における考察
119
えた︒そのうえで「吟味・峻別」にはじまり改編・削除を経て意図的隠蔽へと至る過程が︑当時の異文化情報の伝播︑知識の需給という点において非常に重要 あることを見出した︒これは︑ローマの新興有力家系であるボルゲーゼ家が得た日本情報が︑日本で活動するイエズス会士から直接得られたものではなく︑グスマンやアマーティなど日本人とヨーロッパで接触しつつも来日経験のない人間による編集を経て得られた間接的な情報であり その伝達の過程において︑複数の執筆者によって幾重にも改編が重ねられ︑各々 意図が複合的に組み込まれ いた可能性にも繋がっていく︒日本情報受容過程の最終段階において︑アマーティの明確な意思で以って「削除」 ︑ 「改編」が行われ︑それが日本情報として最終受益者であるボルゲーゼ家に供給されたことが明らか な と言えよう︒この意味においては︑十七世紀イタリア 異文化受容を解き明かす上で︑重要な視点を提供できた ではないかと思わ る︒　
冒頭で「仲介者」について若干触れたように︑十七世紀ローマ近








istoria del regno di voxu del G
iappone: dell'antichita, nobilta, e valore del suo re Idate 
M
asm
une, delli favori, c’ha fatti alla C
hristianita, e desidero che tiene d’esser C
ristiano, e 
dell’aum
ento di nostora santa Fede in quelle parti. E dell'am
basciata che hà inviata alla S. 
ta. di N
.S. Papa Paolo V. e dellli suoi successi, con alter varie cose edificazione, e gusto 
spirituale de i lettori. D
edicata alla S.ta di N












































istretto delli trè Stati N
aturale, R
eligioso, e Politico del G














è de Voxu regnãte nel G
iapone, Fondo B
orghese Serie I, 208 -209 , 
51 r-90 r, C
onservato presso l ʼA





















o politico sopra il consiglio di 
coscienza, che com























1753 . p.598 . アマーティが語学堪能にして実務能力に長けた法律家であった
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点︑慶長遣欧使節の随行員として『伊達政宗遣欧使節記』を上梓した点が記載されている︒なお︑このアマーティの記述は︑フランスの人名辞典N







idot Fréres, 1858 , 
p.802 . ）でも引用されているが︑現在も編纂中のイタリアの人名辞典
D


















ozza Scrittori politici italiani dal 1550 al 1650, R
om
a, E
dizioni di storia 







istoria de las m
isiones ue han hecho los religiosos de la C
om
pañia de 
Iesus: para predicar el sancto Evangelio en la India oriental, y en los reynos de la C
hina y 
Iapon, A




























































: Soc: I: C





 “Sensus Politicos super A
nnales C
ornel ʼ Tacito. et H
istorias, 
nec non docum
enta status duodeci ʼ super R
egim
ine Italia conscripsit. Sunt revisa, et 
approbata ab ecc. a ut edantur, E
a, H
ispaniaru ʼ ad R
egia ʼ profectus, R
egiu ʼ Privilegiu ʼ i ʼ
prim






attolica di poter im
prim
ere alcune m
aterie di stato, &
 i sensi politici 
sopra gl ʼA
nnali di C
ornelio Tacito, che spero nel Signore sarà presto, hebbi occasione 
di seruire a questa A
m
basciata d ʼInteprete, e R
elatore com
e l ʼhò fatto con ogni fedeltà, 
e lontano da tutti gl ʼ interessi da M










































uestoris: ac eiusd. Regni 
ad Sane H
ispaniaru’ Regia’ O















cu ʼ oratione precu ʼ dem











 “Libellu ʼ de state N
aturali, R





. card. li B





 “Pro expedienda legatione Paulu ʼ. V. de secretiori legationis 
sensu, ac politico R
egis V
oxij arcano, scripto quodam
 satis erudito, et secretu ʼ 
inform
avit, Scipione C
obellucio, et Joe ʼ B
ap ʼta C
ostacuto tantu ʼ conscijs. ” 慶長遣欧
使節は︑奥州への宣教師派遣︑メキシコとの通商関係確立を目的に派遣された︒しかし日本で キリシタン弾圧︑奥州を治める伊達政宗が日本の一領主にすぎないこと等々︑スペイン宮廷は把握しつつあった︒当然ながらスペイン宮廷との外交交渉は不調に終わり 使節一行はそれらの仲介をカトリックの権威であるパウルス五世に求めたのであった︒これらの情報が使節にとって不都合だったのはいうまでもない︒アマーティは︑使節を主導したフランシスコ会士ルイス・ソテーロ︑及びスペイン宮廷の側近か以下のような情報を得るとともに︑それらをパウルス五世に伝えたものと考えられる︒ 『伊達政宗遣欧使節記』第二十六章
 にも同様の記述がある︒
併せて参照されたい︒ 「 （ボルゲーゼ）枢機卿は先遣隊長で教皇聖下の侍従官であるいとも尊きコスタグート殿とパオロ・アラレオーネ殿 ︑使節を接待する準備をし︑しかるべき交誼を尽くすよう命じた︒そこ 両人はアラチェーリ修道院に足を運んで︑信任状 持って派遣され フライ・ファン・ソテロ神父（
Padre Fra G















orghese Serie I, 208 -209 , ff.51 r-56 v.
（
22）  
Ibid., ff.57 r-57 v.
（
23）  






atvrarie, f.53 v. “Secondo che m
utano l ʼetà, m
utano i uestiti; et in due 






atvrarie, f.54 v. “I denti negri sono i più stim
ati trà nobili. Il color 




















a di gouerno assoluto in Persona del D
aire sopra lo stato politico e 
C
iuile del G
iapone hà superato per continuata lunghezza di tem
po tutte le M
onarchie 
de greci, di lacedem







ati Stato Politico, f.78 r. 「かなり驚くべきことに︑日本は周囲に しても
広範な権力を保持している︒北の海に目を向けると 大タタールや大中国にも同様のものが見られ︑南に目を向ければシャムやペグーの帝権にも同様のものがみられるのだ︒ 」
 “recando non poca m
erauiglia, che tenendo il G
iapone 
all ʼIntorno Im
perij cosi uasti com
e è quello del gran Tartaro, e del gran C
hino per il 
M
ar del N
orte, e per il Sus l ʼIm









rdinò i gradi, le dignità, 
e l ʼofficij, con il quale dom
inio rem
ediò à sua necessità e si fece presidente com
e Papa, 
et ordinò ch ʼi C
ungi rapresentassono quasi la m
edesm










 “perche retenendo ciascuno il suo R
egno, e reconoscendo l ʼIm
peratore 
per legitim
o signore nel gouerno politico, com
e i Principi christiani sogliono in alcune 


























































io principio ala predicacion del Santo E
uangelop, en los 
R
eynos de Iapon, por m
edio de los Padres de la C
om




abeçade toda la M











e la tierra de Iapon, y sdus calidades, y los m
uchos R







































































aturale, f.54 r. “V
olendo m
agnare se pongono à sedere nel pauim
ento 
sopra di stole finissim
e di palm
a, e ciascuno tiene una tauoletta quadrata e (per 
qualsiuoglia) piatto, portano tauoletta differente non curandosi di touaglie, ne 
(seruigliotte). Sono politissim
i, perche pigliano le uiuande con due palette di legno, ò 
d ʼ (esso) poco più longhi d ʼun palm
o senza che le cadi una m
ollica. A
borriscono il 
latte, et il cascio, credendo, ch ʼ il latte sia sangue m
utato in colore rosso de bianco, e 
causa in loro tanta nausea il bevirlo, com




ento tengano nel m
agnare carne di uacca ò di castrato, com
e di forse 






an,  op, cit., p.391 . “sientanse en 
シピオーネ・アマーティ著「日本略記」（手稿）における考察
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el suelo sobre esteras m
uy finas de palm
a, y cada vno com
e en su m
esilla pequeña y 
quadrada, y para cada plato, traen m
esa differente: no vsan m
anteles ni seruilletas, 





an lo que hande com
er con dos varillas de m
adera, ò de M
arsil, poco m
as 
largas que vn palm







te la leche, y las cosas que se hazen
 della, porque estan 
persuadidos, que la lache es la sangre de las ouejas, m
udado el color, assi les causa tanto 
horror el com
ella, com
o a nosotros el beuer sangre cruda. E
l m
ism
o asco tienen en 
com
er carne de vaca, ò  carnero, com
o le tendriam
os nosotros en com
er de vn cauallo, 
ò de orta bestia sem





ise refuse to eate M
ilke, as w
ee doe bloud, saying that M
ilke although it is 
w
hite, yet it is varie bloud. ” 英訳版
T
he Voyage of John H
uyghen Van Linschoten to the 
East Indies, John W





ati  Stato Religioso, f.56 r, “È
 copiosa de m
aniera, che uantaggio la greca, e la latina 
tanto nella abondanza, che tiene de uocaboli, com




ettorica, e parlar polito, perche raggionam
ento di una cosa m
edesm
a, 
non se può accom
m
andare à diuisità di (Persone), trauandosi uocaboli per trattare con 
la nobilità, e uocaboli con la gente com
m
une; C
on i uecchi discorrono sopra un ʼ 
(istesso) negotio differentem
ente, che con i giouani; e quando ai uecchi si attribuissero 
i uocabli, che son proprij della gioventù, causarebbe gran riso.... (T
engono) due 
A
becedarij; uno de sole lettere, l ʼaltro di figure à m
odo della china. Sono breuissim
i nel 






an,  op, cit., pp.392 -393 . “Il lengua 
de los Iapones es m
uy grave y copiosa, y en m
uchas cosas haze ventaja a la G
riega y 




en la propriedad y elegancia dellos. D
eprendese con esta lengua, juntam
ente R
ethorica 
y buena crianza, porque no se puede hablar con todas personas, aunque sea de vna 
m
ism
a cosa, sino con m
uy differentes palabras, y assi las tienen para tratar con la gente 
noble, y para con la gente com
ũ
 y m
as ordinaria, vnos vocablos para tratar con los 
viejos, y otros para los que son de m
enos edad, y quien los trocase, ò m
udase, se reyrian 
del: y de aqui es,... T
ienen dos m
aneras de A
bece darios, vno es de solas letras, y orto 
de figuras, al m
odo de los C
hinas,: son breuissim
os en secriuir, porque no ponen letra 






editados por Josè Luis A
lvarez-Taldariz, Sum
ario dekas cisas de Japon (1583) A
diciones 
del Sum





o.9 , Sophia 
U
















ati Stato Religioso, op, cit., ff. 60 v-61 r. “Q
uesto m
edesm
o Iaco elige i Tondi, che 




escoui, i quali tengono auttorità di 
dispensare nelle cose più leggieri. Il Iaco confirm
a l ʼelettione del superiore, c ʼ hà da 
gouernare i M
onasterij più fam
osi, e principali; lasciando alla facoltà de T
ondi 
approuare i più com
m
uni et ordinarij. Tengono questi bonzi insigni V
niuersità, doue 
studian











andore, concurrendo allo studio trè, e quattro m
ila studenti per 
ciascuna. C
om
e le sette sono differenti, cosi i B
onzi uestono diuersi habiti, fanno 
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diuerse cerim
onie. L ʼofficio ordinario loro è di far l ʼessequie à m
orti, di trouarsi alli te ʼ
pij à sue hore determ
inate di giorno, e di notte, contar sue hore , et altri essercitij; 
assistere nel C
horo, e leggere ne ʼ libri, com
















rçobispos, los quales 
tienen  potestad de dispensar en cosas m
as liuianas y ordinarias. Tam
bian confirm
a el 




y principales, porque los dem
as surperiores confirm





uy grandes vniuer sidades, donde estudian susu sectas. L
as m
as 





andou, y esta 
vltim
a tienen por m
as principal de todas, y donde ay m
ayor concurso de estudiantes: 
aunque en cada vna de las otras quarto, passa el num




o sectas de Iapon son m





onzos en el habito y cerem
onias. Su officio ordinario, es hazer las exequias y 
enterram
ientos delos  duffuntos, porque se lo pagan m
uy bien. D
entro de susu 
m
onesterios, suelen cantar a choros, leyendo por sus libros, al m
odo que los  Sacerdotes 
y R
eligiosos de por aca dizen los M
aytines, y las dem








panhia de Iesus, Evora, 1598 , f.74 r. ） ︒高野︑根来︑比叡山︑多武峰︑坂
東等の教育機関の説明については︑ 『日本イエズス会書簡集』所収︑一五四九年十一月五日付ザビエル書簡に同様の記述が認められる（ 『十六・十七世紀イエズス会日本報告集第Ⅲ期第一巻』 ︑五七︱五八頁︒C
artas que os padres e irm
āos de C
om






eligioso, op, cit., ff.61 r-61 v. “Predicano spesso, e con gran apparato: 
perche salendo un bonzo nel Pulpito, uà uestito di seta, e con un uentaglio d ʼoro nella 
m
ano, tenendo auanti una ricca tauola nella quale stà posto un libro per leggere, e 
dechiarare le superstitiose cerim
onie delle sette, et alcuna uolta dottrina m
orale con 
tanta eloquenza, et efficacia che fannno spesso piangere l ʼauditorio, ch ʼeccede il 
num
ero di due, ò tre m
ila persone. Il fine del  serm
one è di persuadere all ʼ(audienza), 
che solo se può un ʼhuom
o saluare per m
ezzo di qualla setta, che professa. Perche se sia 
trasfuso in questi B
onzi tutta d ʼH
ipocrisia delli farisei, perche m
irando all ʼhabito 
esteriore, alla m
odestia, e dolcezza di parlare, paiono huom
ini di gran santità, uirtù, 






an,  op, cit., p.397 . “Predican 
tam
bien m
uy de ordinario,  y con grande aparato exterior, porque se sube el predicador 
en vn lugar alto, a m
odo de plupito, ò cathedra, vestido de seda, con vn ventalle de oro 
en la m
ano. T
iene delante puesta vna m
esa con vn rico dosel, y encim
a su libro, por el 
quel va leyendo vn poco, y despues lo declara con tantas razones y eloquencia, quea 
algunas vezes hazen llorar el auditorio, que passa de ordinario, de dos y tresm
il 
personas. E
l sin que tienen en estos ser m
ones, es persuadira a los oyentes, que en sola 
aquella secta que cada vno predica, se pueden saluar, procurando, acreditarla, para que 
la sigan; u es vna de las grangerias que  uenen estos B
onzos, para enriquezerse, y passar 
su vida: porque com
o los serm
ones son m
uy ordinarios, y los oyentes m
uchos, y cada 
vno offrece algun dinero, es m
ucha la cantidad que suelen recoger cada vez. Parece que 
se junto en estos B




opostura exterior, su blandura en el hablar, y tratar con todos, parecen 
hom
bres de grande sanctidad y virtud: y son los m
as  vicios, y llenos de pecados, que 
ay en aquella tierra. ” この部分については︑ 『日本イエズス会書簡集』所収︑
一五六五年二月二十日付フロイス書簡に同様の記述が認められる（ 『十六・十七世紀イエズス会日本報告集第Ⅲ期第二巻』 ︑
C









ati Stato Religioso, op, cit., f.64 r. “Q
uesta setta d ʼ A
m




e fauorita del G
iapone, perche com
e gente di buono intendim
ento tiene alcun lum
e 
dell ʼaltra uita, e dell ʼ im
m
ortalità dell ʼanim
a, e uedendo, ch ʼil m
ezzo della saluatione è 
cosi facile, è seguito dalla m
eglior parte dell ʼ Isola. I B




ida sogliono andar per le strade sonando un C
am







 sogliono raccogliere gran lim
osna e donare alli deuoti 
alcuni uestiti di carta con l ʼim
agini dell ʼ Idolo (assigurandoli), che se portano quella 






an,  op, cit., p.399 . “E
sta secta de A
m
ida, 
es vna de las m
as estendidas y fauorecidas que ay en Iapon, porque com
o son gente de 
buenos entedim





eten tan barata la saluacion, y el perdon de sus pecados, huelgan 
de recebirla. Los B
onzos que viuen en los Tem
plos de A
m
ida, suelen andar porlas calles 
tañendo vna cam




bien dan a sus deuotos, y feligreses ciertos vestidos hechos de papel, con 
el nom
bre y figura deste Idolo, con otras m
uchas nom
inas assegurandoles la saluacion, 
si m
ueren con ellas.Por estos vetidos y papeles, dan los Iapones grande sum
a de dinero, 







eligioso, op, cit., f.65 r. “Foquexus sono i più ostinati, che siano nel 
G
iapone, perche solo si fondano nell ʼopinione, e eredito, che tengano al libro foque 
per il quale si gouernano, com
e i Turchi e M
ori per l ʼA














reputatione, perche facilitano il C
am
ino della salute, e del paradiso, dando anche loro 






an,  op, cit., pp.399 -400 . “E
stos B
onzons 
Foquexus, son de los m
as obstinados q ʼay en Iapon, porque solo se fuda en el credito y 
opinion que tienen de su libro Foque, porel  qual se rigen, com
o los M
oros por su 
A
lcoran, sin quere adm
itir razon para ninguna cosa,  porque fa clim
ente se hallan 
atajados, y conuencidos sin tener que responder. Son tenidos estos B
onzos entanta 
veneracion com
o los que adoran el Idolo de A
m
ida, porque los vnos y los otros hazen 
m
uy facil el cam
ino de su parayso, y venden barata la saluacion, y para asseguralla, dan 
estos B
onzos Foquexus, tam
bien sus vestidos de papel, y nom
inas por el m
ism
o precio 













ati Stato Politico, f.90 r. “E
 com


















l ʼhannoillustrata, niuna è più  rem
ota dalle cose terrene, e beni transitoriy del m
ondo, 
che la santa religione Franciscana che com
e fertilissim
a pianta s ʼ è dilatata per tutta la 
terra habitata; cosi à lei piu che à niun ʼaltra concione per raggione di politica spirituale, 
e positiua sem
inare in quell ʼIsola la santa parola de D
io, raccogliere il frutto della 
conuersione, e porlo nel grem
io della C
hiesa poiche l ʼhabito, i costum
i, et il fine, che 
m
ostrano non solo non reca sospetto, e gelosia ai R
egnanti, m
a serue di consolatione, e 
d ʼesse ʼpio alla plebe. uedendo chequelli, che predicano le cose eterne sono lontani dalle 
terrene, e che con l ʼopre authenticano la dottrina del sunto euangelio, che piaccia à 
D
io, che si dilati per tutto il m
ondo: sotto il felicissim
o Im
perio della santità di N
ʼro 
Signore Papa paolo Q
uinto. ” 「なによりもキリスト教の修道会らは︑それを説
明する学者らの優秀さによって維持されていて︑ （キリスト教）教会の柱となってい のだ︒そして聖フランシスコ修道会以上に︑世事からも移ろい易い世の善からも隔たっているものは存在しないのだ︒極めて豊 な樹木が地上の住民たちへ 葉を広げるのと同様に︑雄弁さに関してはフランシスコ会の右に出るものはなく︑霊的で積極的な政治の理を通し この島において神（
D
io ）の聖なる御言葉を広め︑改宗という名の成果をものにし︑





















































































































































※知行取 487 58 0
荒地取郷士 4 0 0
御扶持方取衆 29 8 0
隠居 *80 *5 0
御小姓衆 22 4(*2) 0
若殿様御小姓当分御雇 *4 0 0
御中小姓衆 15 0 0
御中小姓格幷並 5 0 0
御扶持切米取医者衆 9 1 0
御騎馬徒衆 128 33 0
御切米跡御扶持方取衆 11 0 0
筑後様御近習 13(*10) 0 0
御歩行衆 61 32 0
御歩行格 *4 0 0
御知行取子共年附惣領之分年附 0 *15 0
養子惣領之分年附 0 *2 0
末子之分年附 0 *7 0
弟之分年附 0 *10 0
御切米取子共年附 0 *8 0
伊賀御歩行衆 0 0 20
七十人御歩行衆　脇伊織組 0 0 33
七十人御歩行衆　戸塚佐太夫組 0 0 31










































































はない︒ 「由緒帳」で確認できた は九人 るが︑彼らは五百石以下の家臣の あり︑鉄三郎など井伊家の庶子附の伽頭に雇われていた︒　
御歩行衆は在国六十一人︑定府三十二人︑計九十三人いた︒在国














緒帳」の表紙によれば︑医者を除き︑知行取以下御騎馬徒以上の階層は「侍 と呼ばれており 三御歩行と区別された︒侍と三御歩行は︑前述のように相続 おけ 違いがあるが 儀礼の面 おい も次のような相違点が見られる
（
27）︒侍は御座の間で役職を拝命し︑式日









































関する記載が見られる︒これは小知 家臣に対する手 ︑および勤功への御褒美という形で与えら ていた
（
34）︒しかし︑グラフにすると︑


















































100 未満 103 418 521
100 ～ 199 269 24 293
200 ～ 299 77 0 77
300 ～ 399 44 0 44
400 ～ 499 14 0 14
500 ～ 599 4 0 4
600 ～ 699 6 0 6
700 ～ 799 3 0 3
800 ～ 899 3 0 3
900 ～ 999 2 0 2
1,000 以上 24 0 24














































































20 未満 0 4
20 ～ 39 0 206
40 ～ 59 15 175
60 ～ 79 37 23
80 ～ 99 51 10
100 ～ 119 77 0
120 ～ 139 101 24
140 ～ 159 74 0
160 ～ 179 13 0





































































































































































































































任することがほとんどであった︒厳密な規定によるものではないが︑諸役職に就任する者の給禄は大体次のようにまとめることが きる︒二千石以上の家臣は老中︑中老および旗奉行︑四百石以上の家臣は用人や鑓奉行を勤めた︒二五〇石以上の家臣が弓鉄砲組頭︑母衣役︑城中番頭︑十一口番頭︑側役 鷹用向頭取︑町奉行︑筋奉行︑仕送奉行︑評定目付︑侍宗門改奉行・武具預相兼︑郷中宗門改奉行︑馳走奉行︑小納戸︑御城使 ︑江戸中屋敷留守居役 津蔵屋敷を勤めた︒二百石以下の家臣は目付 普請奉行 作事奉行︑御普請御着到附役︑元方勘定奉行 金 大津蔵 目付︑京都留守居役︑賄地方旅方兼帯 賄︑彦根江戸納戸 鳥毛 間頭︑船奉行 鉄砲奉行 鉄砲玉薬奉行︑玉薬 間 竹 細工奉行 御 米蔵奉行︑松原蔵奉行︑佐野 借用役 皆米札奉行︑代官 侍着到付︑城中十一口着到付︑足軽辻着到付︑小役人着到付を勤めた︒　
この中で︑注目すべきは︑二五〇石以上の家臣の多くが番方と役

















四百石以上の は稽古奉行︑百石～三五〇石 家臣は物主書物奉行を務めた︒そ うち︑弘道館頭取と稽古奉行に千石以上 嫡子が
140
表 4　文政十三年諸役職の在職者一覧（4/4）
役職 記載数（件） 重複（件） 知行取（人） 蔵米取（人） 不明（人）
③定府役人
番足軽支配 3 0 3 0 0
側役 1 1 0 0 0
小納戸（うち 1 人兼帯） 3 1 2 0 0
御城使 1 1 0 0 0
八町堀屋敷留守居 1 1 0 0 0
千田谷屋敷留守居（うち 1 人加役） 2 0 2 0 0
取次 0 0 0 0 0
使番 3 0 3 0 0
目付 2 0 2 0 0
奥方附人 2 0 2 0 0
大御前様附人 2 0 2 0 0
守真院殿附人　陸奥守殿御附人 2 0 0 0 2
賄 2 0 2 0 0
普請作事奉行 3 0 3 0 0
中屋敷目付 1 0 1 0 0
上屋敷見廻り役 0 0 0 0 0
中屋敷見廻り役 1 0 1 0 0
八町堀屋敷見廻り役 0 0 0 0 0
奥方賄 2 0 1 1 0
守真院殿賄 2 0 2 0 0
音信役 3 0 2 1 0
内目付 2 0 2 0 0
旅道具預り 2 1 1 0 0
儒者 2 0 1 1 0
医師 1 0 0 1 0
茶道頭 0 0 0 0 0
直勤書記役（うち 1 人兼帯） 3 3 0 0 0
右筆頭 2 0 2 0 0
留書役 6 0 4 2 0
留書役　年回繰出シ用懸り 3 3 0 0 0
右筆役 5 0 1 4 0
馬役 0 0 0 0 0
奥用役 0 0 0 0 0
櫛役 4 0 0 4 0
桶畳奉行 1 0 0 1 0
鷹方 0 0 0 0 0
御城使方手附役 1 0 0 1 0
於知方附人 1 0 1 0 0
於充方附人 1 0 1 0 0
於尊方附人 1 0 1 0 0
合計 71 11 42 16 2




役職 記載数（件） 重複（件） 知行取（人） 蔵米取（人） 不明（人）
①在国役人（つづき二）
櫛役 7 0 4 3 0
装束附役 2 0 0 2 0
客立之節給仕役 8 0 8 0 0
糸譜用掛 1 0 0 1 0
奥内用達役 6 0 0 6 0
江戸桶畳奉行 3 0 0 3 0
鉄砲方臺師役 1 0 0 1 0
作事方元〆役改証判役 4 0 0 4 0
畳奉行 4 4 0 0 0
馳走道具頭 2 0 0 2 0
作事方門改役 6 0 0 6 0
筑後方附人 1 0 1 0 0
同所近習 3 0 0 0 3
同所賄 2 0 0 2 0
同所伽添役 2 0 0 2 0
同所伽 3 0 0 0 3
鉄三郎方・銓之介方附人 2 0 2 0 0
※鉄三郎方伽頭 4 0 0 0 4
同所伽役 2 0 0 2 0
銓之介方伽 4 0 0 0 4
豊前方・東之介方附人 2 0 2 0 0
同所賄 4 0 0 4 0
同所伽頭 6 0 0 0 6
同所伽 2 0 0 0 2
善住院賄・直心院賄 2 0 0 2 0
於千代・於久・於登勢附人 2 1 1 0 0
合計 459 64 278 93 24
②弘道館役人
弘道館頭取 7 1 2 0 4
稽古奉行（うち 1 人添役） 3 2 0 0 1
物主奉行（うち 2 人添役） 5 1 4 0 0
学問方 4 3 0 1 0
素読方 17 0 8 8 1
手跡方 6 0 4 2 0
諸用役 3 0 3 0 0
礼節方 1 0 0 1 0
兵学方 0 0 0 0 0
一騎前 2 2 0 0 0
天文方 1 0 0 1 0
医学会頭 1 1 0 0 0
算学 1 1 0 0 0
和学 0 0 0 0 0
合計 51 11 21 13 6
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表 4　文政十三年諸役職の在職者一覧（2/4）
役職 記載数（件） 重複（件） 知行取（人） 蔵米取（人） 不明（人）
①在国役人（つづき一）
大津蔵屋敷奉行 2 1 1 0 0
同所目付 2 0 2 0 0
京都留守居役（うち 1 人助） 2 0 1 1 0
賄地方旅方兼帯 6 0 6 0 0
賄 4 0 4 0 0
彦根江戸納戸 7 0 7 0 0
鳥毛中間頭 4 0 4 0 0
船奉行 2 0 2 0 0
※御船方加判 1 0 0 1 0
鉄砲奉行 2 0 2 0 0
鉄砲玉薬奉行 2 0 2 0 0
玉薬中間頭 2 0 2 0 0
竹奉行 2 0 1 1 0
細工奉行 2 2 0 0 0
御用米蔵奉行 3 0 3 0 0
松原蔵奉行 8 2 6 0 0
佐野奉行 1 0 1 0 0
借用役 3 0 3 0 0
皆米札奉行 3 0 3 0 0
代官役 6 2 4 0 0
侍着到付 4 0 4 0 0
城中十一口着到付 4 0 4 0 0
足軽辻着到付 3 0 3 0 0
小役人着到付 3 2 1 0 0
庭奉行（うち 1 人添役） 2 0 1 1 0
買上物改証判役 4 0 4 0 0
内目付 10 0 5 5 0
鷹餌割役 4 0 4 0 0
鷹役（うち 1 人 * 見習） 24 0 8 15 1
儒者 4 0 1 3 0
奉薬加役 2 0 2 0 0
医師 1 0 0 1 0
奥医師 8 0 7 1 0
表医師 18 0 11 7 0
祐筆頭（うち 1 人加役） 4 0 2 2 0
祐筆（うち 5 人留書役） 14 0 7 7 0
馬役頭取 3 0 3 0 0
馬役（うち 1 人 * 見習） 13 0 7 5 1
鷹野先拂 5 0 4 1 0




役職 記載数（件） 重複（件） 知行取（人） 蔵米取（人） 不明（人）
①在国役人
老中（うち 1 人見習） 7 0 7 0 0
中老 2 0 2 0 0
用人（うち 1 人添役） 8 0 8 0 0
旗奉行 2 2 0 0 0
鑓奉行 1 1 0 0 0
弓鉄砲組頭 35 6 29 0 0
母衣役（うち 1 人役母衣） 24 0 24 0 0
城中番頭 6 0 6 0 0
十一口番頭 11 0 11 0 0
側役 10 9 1 0 0
鷹用向頭取 2 2 0 0 0
町奉行 2 2 0 0 0
筋奉行 6 6 0 0 0
筋奉行加役 0 0 0 0 0
仕送奉行（うち 1 人添役） 2 0 2 0 0
評定目付 0 0 0 0 0
侍宗門改奉行武具預相兼 2 2 0 0 0
弓矢頭 0 0 0 0 0
同加役兼帯 2 0 2 0 0
郷中宗門改奉行 3 3 0 0 0
馳走奉行 2 2 0 0 0
小納戸 10 6 2 2 0
御城使役 4 4 0 0 0
江戸中屋敷留守居役 3 3 0 0 0
目付 13 0 13 0 0
普請奉行 2 2 0 0 0
作事奉行 4 0 4 0 0
※御普請御着到附役 3 0 3 0 0
元方勘定奉行 3 0 3 0 0

































に編成されている︒五組の組士は合計二四七人であり︑在国知行取の約五割を占め 組名はその組を支配した士大将の名前によるも であったがが︑ 「由緒帳」には と記され こともある︒この五組は出陣する時に先手二備︑左・右備および後備を構成するものであった
（
50）ので番方であるが︑組士のうち役方の役職に任ぜられ
る者 いた︒②は御中老を筆頭とする諸役職であった︒③は御代官役・御城中御番頭・十一口御番頭・御用米御蔵奉行および松原御蔵奉行が所属しており︑軍事動員する時に領地に残る者たちであった︒以上のどれでもない者は④に入れられた︒なお 御家老・士大将および医者はこの史料に記されていない︒　「士組附帳」と「役附帳」の記載を照らし合わせてみると︑第一に︑医者と諸役職に就任す を除き 残り 知行取家臣はほとんど番方であったことが指摘でき ︒十八世紀末の徳川将軍 の例でいうと︑旗本のうち︑番方でも 方でもな 無役の者 三十九％を占めた
（
51）︒それと比べると︑井伊家における無役の者は極端に少な



























に見えるが︑果たしてそうであろうか︒文政十三年当時︑蔵米うち︑足軽以下から昇格した伊賀御歩行と七十人御歩行は八十四人︑家臣の子息で御騎 ・御歩行に召出さ た者は一二二人いた︒それ以外の蔵米取家臣は二三七人で︑慶長七年の約二・二倍であり︑加封の倍率をやや上回った程度である 蔵米取の増員は 「由緒帳」によれば家中の次三男 分家を取立させ 例が多いが︑浪人・陪臣の取立︑大奥老女 勤功を賞して名跡を残させた例もある︒　
以上述べてきたように︑領内支配機構が整備されるに従い︑家臣













いた︒両者は︑相続・御目見の仕方・役職の任免において大きな違いがあった︒注意すべきは︑徳川取立大名の家臣団編成は︑徳川将軍家の番方・役方の組織を模倣して作ら ることが多いと考えられがちである ︑井伊家はそうではなく︑独自の組織を有した この点においては︑同じ徳川取立大名の尾張徳川家と異 り︑旧族大名の萩毛利家に近いと言わねばならない︒　
次に︑井伊家の家臣は︑給禄の支給方式において知行取と蔵米取
に区別された︒両者は︑諸役職に対する就任率・騎馬の資格において異なった︒知行取と蔵米取を合わせて︑ 臣団の全体的な石高布の傾向として︑千石以上の家臣が僅少で︑二百石未満 家臣が約七割を占めた︒この点においては︑領地 規模や家臣団の人数が異
十九世紀前半彦根井伊家の身分構造
147
なるものの︑萩毛利家や尾張徳川家と共通する︒すなわち︑三家ににおいて︑千石以上の石高は︑家老や士大将を勤め︑広大な領地と自前の家臣団を有した階層を示す基準として使われていた︒一方︑千石未満 に関しては︑給禄で役職の就任・生活様式などが明確に規定されているわけではなかったが︑三 もに物頭の給禄は二百石以上が基本であったの ︑それ未満は平侍と見てよいだろう︒　
このように︑所属階層・給禄・相続・御目見・役職・騎馬の資格
は︑いずれも近世武士の地位を評価する基準であった︒注意すべきは︑家臣団全員がこれらの 準 同じ評価を得 わけで なかったことである︒彦根井伊家の場合︑三御歩行は全て蔵米取であったが︑侍は知行取と蔵米取の双方を含んでいた であ ︒侍 徳川将軍でいう御目見以上の資格を有し︑知行を与えられた者はさらに騎馬が許されていた︒したがって︑全ての基準におい 優位であったのは知行百石以上の侍のみで︑それ未満は基準ごとに評価が異なり︑地位の不整合
（
56）があった︒家臣団の下層部に地位の不整合があったの























































































五郎の名前は「隠居」の部分にもあり︑ 「寅三十六歳」 「他堅次父」と注記されている︒他堅次は御扶持方取衆であり︑ 「本知三百石︑十五人扶持記されている︒これらの記載によれば︑甚五郎が文政十二年に隠居したことにより︑他堅次が土田家を継いだことは明白である︒甚五郎の名前が抹消されずに残っ のは︑単なる作業のミスか︑張 紙が脱落したなどの可能性が挙げら る︒
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一両で米一石を買うことができた（岩橋勝『近世日本物価史の研究』大原新生社︑一九八一年︑四六四頁） ︒一俵は四斗入りなので︑米一石は二・五俵に相当する︒一両で約一・九 を買うことができた︒五両二分で購入きる額は約十俵余で︑知行十 余に相当する︒
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37）  『侍中由緒帳』第八巻︑三〇八～三二〇頁︒なお 岡本半右衛門は文政元年に三十石を加増されたため 「分限帳」では一 取として登録されている︒
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勤めた上林覚治は四人扶持︑御儒者飯田貢の養子で「家芸」のために御直勤書記役見習を勤めた飯田一蔵は五人扶持を与えられた（ 「跡絶帳」第五冊︑「侍中由緒帳」第三十六号・四十五号） ︒また︑浪人で高麗流八條家馬術が得意な伊藤佐馬太郎は文政八年（一八二五）に十人扶持を与えられ︑同十三年に御騎馬徒に取り立てられ︑十人扶持 加増され （ 「侍中由緒帳第五 七号） ︒
（
43）  「被仰出候事共之留」 『彦根藩の藩政機構』二三〇頁︒
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らはじまったものなのだろ か︒日本の性研究・教育研究領域においては︑日本における〝性教育〟論のはじまりがどこにあるのかを探る試みがしばしば行われてきている︒ただ︑先行 が示す歴史記述からは︑ 〝性教育〟論に関する議論の変容や誕生が︑日本にとってどのような文化現象であったのか︑実は多くの部分が明らかにされていない︒　
本稿は︑そのような先行研究の批判・検討を通じて︑改めて日本





















よりも単純に資料発掘能力に秀でているという面もあるが︑何を〝性教育〟論の誕生とするのかについての視点を比較的明確に持っているためで あると考えられ ︒このことは本論 おいて 極め
て重要な点であるため︑しばし茂木の研究が如何なるものなのかについ 言及したい︒しかし 茂木の視点 茂木自身による説明は︑やや煩雑なものとなっているため︑以下︑適宜言葉を補い説明していきたい︒　
茂木以外の研究においては︑明治後期に日本の知識人らが提言し















  日本における〝性教育〟論の源流と呼びうるものは︑明治初期ごろから日本において出版されはじめる︑ 『造化機論』などの近代西洋の性知識を紹介する性科学関連書出版ブーム︑いわゆる「開化セクソロジー」期まで かのぼることができる︒この時期においては「性教育 「性欲教育」というよな一連の教育論を概念 する言葉こそ現れなかったが︑そのよう 性科学関連書籍のなかで︑子どものオナニー禁止論や︑性への関心や欲望を持つ子どもに︑ 「正しい」 知識を与えねばならないという主張な ︑ 〝性教育〟論の源流と弱い「枠組み」としての教育論は見られた︒
②





  明治後期になると︑欧米 特にドイツの〝性教育〟論を日本に取り入れようとする学者群や︑それらを日本に実際に導入すべきか否かなどの是非を問う議論が多く出現しはじめる︒この時期︑ 〝性教育〟論は「性欲教育」や「色情の教育」という概念で議論されていた︒こ ような〝性教育〟 はこの時期の多数 新聞・雑誌で議論され︑認知度の拡大・深化がなされていく︒
④











育論の一つ一つは︑時代によって細かな論理は変わっていくにせよ︑元をたどれば近代西洋の知に範があるも が多いのかもしれない︒であるとするなら︑茂木の〝性教育〟論の源流や誕生を近代西洋もとめる考えはそ ほど的外れではな と言える︒さしずめ日本おける〝性教育〟論の「枠組み」 西洋の性知識がなければ成り立たない︑ いうこ だろう︒しかしながらこ うな茂木の態度
から︑二点の疑問が浮かび上がる︒　
まず第一に︑ 〝性教育〟論の「枠組み」をなす要素の教育論は︑
いったいどこまでが近代西洋特有のものなのだろうか︑という疑問である︒実は︑ のことは︑研究史上あまり明らかにはされて ない︒茂木の議論には︑ 〝性教育〟論の「枠組み」をなす要素の教育論の由来や文化性について詳細に触れるところがほとんどない︒そして第二に︑近代西洋の性知識が範 なっているとする であれば︑明治期以前 洋学にも遡ることができるのではな か︑という疑問もある︒このよう 木の姿勢には︑ 〝性教育〟論の「枠組み」をなす要素の教育 文化性に注目する視点 希薄さが見られるである︒しかし︑日本にお て〝性教育〟論 ど ように誕生したのかを問うので れば︑この視点は持たねばならないもの 考え ︒　
また︑これと関連し︑茂木の研究は大きな問題点をはらんでいる︒










においても〝性教育〟論のなかで展開される教育論である︑⑴子どもに俗悪な性情報を与える媒体を批判し︑そ との接触に注意を促す教育論︑⑵子ど の持つ性的欲望・関心の存在を認め︑かつそれをコントロールするため 知識を子どもに与えるべきとする教育論︑⑶子どものオナニー
（手淫）
に関する教育論は日本の近世後期にみ

































































るための知識を子どもに与えるべきとする教育論があるのか︑という問いについては幾分かその答 は複雑なものとなる︒ここでは性的欲望に関する事柄をあらわす当時の「色」 「色欲」 「淫欲」などの概念に注目し︑これらがどのように扱われていたのかをみていくとで考察を巡らせていきたい︒まずは︑単純に ど 知識を子どもに与えようと た議論はある かについてみ こう︒　
育児書・教訓書・養生書などには︑婚期・結婚後の生活の心得・
妊娠中の心得などについての言及など よくなされて る︒そのめ︑このような項目の存在は子どもに「色」な に関する知識をあたえておくべきだとした意図があったと解釈できるかもしれない︒実際︑中には︑幼少 ころから子どもに結婚後の生活での礼式などを教えるよう 説 ものもある
（
15）︒ただし︑このように説く書籍で︑


















わりうる事柄を のころから教えるべきとあえて主張されるときには︑ 「色」などが害であると うことを伝えるようにとされが︑ 「色」などの具体性について説明する態度は希薄である︒（三）子どもの性的欲望・関心の有無について　
子どもの持つ性的欲望・関心をめぐる議論はどのような様相に







































男子は「情」が早く動きやすく「はやく色欲の念」が起こるため︑その念を抑えるために 父母」が「微若 内 に「男女の配偶」を決めるなどの議論である
（
26）︒想定されている年齢に解釈の余地は残る
ものの︑中には「男女の配偶」を決めるという積極的な議論がされていることは興味深い︒ただし︑この「配偶」をめぐ 議論 含め︑これらは︑年長の子ども 性的欲望や関心などを認めたとしても︑「色」などが害でありかつ避けるべきであると教え伝えることを主目的とし︑これに関する具体的な知識を伝え べきとす ものなかった︒　
以上︑⑵の子どもの性的欲望・関心を認め︑かつそれをコント
ロールするための知識を子どもに与えるべきとする形式の教育論は︑近世後期のこれらの書籍群においては︑年長の子 もの持つ性的欲望・関心の存在を認め︑かつ子どもに 「色」につ がることが害




中の性知識の流入 どのような のであっ かをみていこう︒このことは前述してきた書籍群における議論の傾向からの変化 みていくための道筋となる︒そしてそれは︑残された⑶の課題である子
162
どものオナニーに関する議論がこの時期にあったのか︑あるとすればそれはどのような文脈か︑という とを論じることになる︒蘭学などを中心とする洋学には︑解剖学・内科学・産婦人科学などの文脈から広く性に関 議論が展開されるが︑ こではそのなかからオナニーに関する議論を探っていく︒　
近世後期における養生書・教訓書・子育て書には︑そもそもオナ











































































とがあると述べられ︑そのことが嘆かれつつもその対処法が提示されている︒このような史料の存在は︑ 〝性教育〟論の歴史を考えるうえでも大変に重要なものであるだろう︒見てきたように︑近世後期の教訓書・子育て書・養生書 は︑オナニーについての議論は見られなかった︒しかし︑ 時期 洋学においてはそれの問題が紹介されているのである︒ただ︑ 「厳ニ之ヲ禁止スル」などの文言に解釈の余地はあ ものの︑これは 子ど オナニーという現象を基にしてこれに関す 知識を子ども 伝える きとしている 読み取れない︒ こで くま 害悪視され 避けるための環境設定が読者に薦められるのみで ︒また うした議論は洋学 なかの医学という︑高難易度 学問領域 中 述べら てい にすぎな
いもので︑子どものオナニーに関する教育論であると言えるかどうかも議論 余地がある︒しかし︑子どものオナニー問題 いう西洋の語彙は︑現代までに続く〝性教育〟論の「枠組み」を構成する要素として重要な である︒そのため︑この時代の洋学は︑後にはっきりとしたかたちを見る〝性教育〟論の「枠組み」である要素に関連するも をすでに提供していたと言えよう︒（五）小括　
本章のまとめとして︑筆者が一章で提出したⅠとⅡの課題につい
てこたえていきたい︒それは︑ 「現代にまで続く〝性教育〟論の﹁枠組み﹂をなす要素の教育論は︑近代西洋特有のものなのだろうか」 ︑そしてそれを踏まえたうえで Ⅱ︑ 〝性教育〟論の誕生以前強い﹁枠組み﹂の誕生以前の︑ 〝性教育〟論 源流と言えるものを明治期以前に見つけることは可能か」というものだっ ︒　
見てきたように︑近代西洋の影響が現れる以前の日本における教
育論にも︑現代に繫がるような︑子どもに俗悪な性情報を与える媒体を批判し︑それとの接触に注意を促す教育論や︑限定的ながらも子どもの持つ性的欲望・関心の存在を認め︑かつそれをコントロールするため 知識︑すなわち性的欲望が害であることを子どもに伝えるべきとする教 はあった︒し しな ら︑そこには幼少期の子どもの持つ性的欲望・関心を認めるようなもの︑子ども 性交
164























































んだんに紹介する『造化機論』系書籍の出現によって︑ 〝性教育〟論の「枠組み」をなす要素の教育論が出そろって く︒ 『造化機論』系書籍とは︑ 「開化セクソロジー」の代表的な現象として︑先行研究においてまず取り扱われるトピックである︒明治八年 出版された『造化機論』は︑これが刊行されたその翌年︑ 『通俗造化機論』
166
としてルビ交じりの読みやすい書籍として再版され︑当時のベストセラーの一つとなる︒その現象を受けてか︑ 「造化」の文字を冠した書籍︑ 『造化秘事』や『通俗造化機病論』などが矢継ぎ早に刊行され︑また 「 」の字は入らないものの︑ 「男女」や「生殖」などの字がタイトルに入った『造化機論』と類似した趣旨の書籍が︑様々刊行 るようになる︒このような『造化機論』系の書籍は︑この当時︑ 「一二流」の出版社において「造化機論を出版せぬものは一人もな」い︑ 「何年でも重 」することが可能 ︑ 「経済的に出版所のドル本」であったようで︑一つ 書籍ジャンルをなしていた
（
39）︒
























































































への関心・オナニー・ 「猥褻言語」 ・ 「不浄思想」の存在を認
め︑それらをよりよい方向性へコントロールするためにそれらに関する知識を与える うに大人に求めたり︑また︑ 「淫褒」な書籍を見せたりしないよう求めている︒ここにおいて︑子どもに性交やオナニーに関する何らかの知識を授けるべきであるとしたより具体的な教育論が日本に紹介さ 始めたのがわかる︒そしてそれは︑近代西洋の影響受けるかたちでなされていった︒　
さらに興味深いのは︑ここでは性的欲望・関心の持つ子どもをあ































に︑ 「此種ノ教育法」 ︑ なわち 男女交合」のことなどを教えようとすることが「猥褻ニ捗ル」もので「従来之ヲ秘密ノ事」 している日本の状況についても触れられ そのことが難じられてい ︒　
こうして明治中期には︑子どもを俗悪な性情報から遠ざけるべき









書籍が刊行された︒この書籍は︑ 「うさぎ屋」な 出版会社を経営する望月 ︑世の母親に対し「小児養育の大旨」を授けるために書いたものであることが第一巻 緒言から読み取れ
（
54）︒そのためこの












えるために︑ 『造化機論』や『造化秘事』を子どもに読ませるようにとしている︒ここで︑この時代の出版業界の人物がこう述べていることは︑大変に興味深い事実を浮き彫りにする︒それは︑この時代︑新聞や雑誌の広告で『造化機論』系書籍が宣伝される際には︑これを子ども 伝 読ませるべき教育書として売 出している様多くみられるのである︒事実︑望月の運営する「うさぎ屋」も『造化機論』系書籍を出版していた
（
56）︒この時期︑ 『造化機論』系書籍は︑































































































































系の書籍は︑ 〝性教育〟論の「枠組み」をなす要素の教育論を取り込むうえで重要な役割を様々果たしたと言えるが︑同時代の評価としては︑教育的・学問的だとして推奨する声もあったものの︑実際はそうは見られにくかったようである︒後に改めて触れるが︑ 〝性教育〟論の「枠組み」をなす要素の教育論は︑明治初中期にはこ『造化機論』系書籍において中心に展開されたため︑教育的・学問的だとは︑広く社会に認められにくかったと考えられる︒（六）猥褻で異質な議 、しかしだからこその概念化現象　
加えて︑ 〝性教育〟論の「枠組み」をなす要素の︑この時期に付
け加えられた教育論の性質を再考すれば︑さ 興味深い一面が見えてくる︒すなわち︑近代西洋の影響を受ける以前 日本の教育・医学領域においては︑それ以降の時代と比して子どもに対して教えねばならないとする性知識に関する語彙 少なさがあり︑ 「色」どが害悪であるこ を伝えることが主眼であった︒ そ そも︑子どもの持つ性的欲望・関心に着目するという視点も少なかった︒しかし︑ 『造化機論』系書籍のよう 近代西洋 知識の流入は︑
日本における〝性教育〟論の源流と誕生
173
その状態から様々な語彙を加えていき︑それら様々な性知識を子どもに与えることも重要で教育的だとした︒これは︑日本の教育・医学系の文化土壌においては新規な体験であったと言えよう︒そのため︑従来 日本 教育観などからすれば︑こうし 具体的な性知識の教授も「猥褻」だと見做された可能性も高い︒　
実際︑先述したように︑國府寺の「性育」論においては︑性交に











み」をなす要素の教育論は︑猥褻だと見做された書籍 で主展開された点と︑要素の議 がそもそも猥褻だと見做された点で︑二つの受難があった みてよいだろう︒このような要因から︑一八八八年の一部の学識者に る「性育」論のような︑ らの教育論を概念化した教育論の紹介が試みられたも ︑明治初中期
は︑これがとくに社会のなかで重要視されたわけではなかった︒実際︑國府寺らの新規な試みに何 大きな反響が見られたわけでもなかった︒　
しかしながら︑従来の日本文化と異質なものであったからこそ︑
概念化された教育論の誕生 この時期の日本に生じたのであろう︒従来の日本にあ 可能な限り子どもに性 関する具体的な情報を伝える事を避ける教育論のみでは︑ 〝性教育〟論の誕生にはいたらなかった︒ 〝性教育〟論の「枠組み」をなす要素の教育論は︑そのすべてが日本にとって新規な発想では いにせよ︑ 〝 〟論が誕生 るためには︑より子どもと性という議論に向き合う文化輸入 必要だっ ︒（七）小括　
明治初中期までには︑日本の従来あった子どもの性に関する教育
論に近代西洋の知が加わり︑ 〝性教育〟論の「枠組み」をなす要素は現代 繫がるも が多く出そろい︑一八八八年
（明治二十一）
に
國府寺が「性育」という一連の教育論を概念化する言葉 輸入しことによって︑ 〝性教育〟論は誕生する︒しかし︑見てきたような猥褻なものとし 異文化なものとして 受容があ ために︑〝性教育〟論の「枠組み」をなす要素の教育論の多くは学問的・教育的にはあまり扱われず︑社会においてもさほど重要視はされ
174





花開くことは多くの先行研究の伝えるところであるが︑本章ではこの現象を︑性に関する議論の学問化現象という軸 捉え おしてみたい︒そのことにより︑前章まで見てきた明治中期までの〝性教育〟論の状況にもたらされる新たな展開を描くこ がで る︒同時に︑この時代 〝性教育〟論の隆盛が社会においてどのよ な現象だったのかをより深く把握できるだろう︒　
明治初中期に︑明確な学術領域のなかで︑例えば医学・教育学の




的な性の議論が取り上げられたとしても︑それは海外の議論をそのまま抄録したもの 多く︑日本人の学識者自ら議論を提起するという形ではあまり展開されなかった︒こ ことから この時期︑医学の専門誌などでは︑こうした性の議論は学問上の重要性がさほど認識されていなかったことが か える︒そのため︑明治初中期までは︑先述 「性育」論が先駆的であるのみで︑このような近代西洋の性科学の議論は学術媒体では活発であるとは言えず︑ 〝性教育〟論の「枠組み」をなす要素の教育論は︑ 『造化機論』系書籍 なかで盛んに展開されていた状況であ ︒　
前章において『造化機論』系の書籍が学問的なものとしてなかな

























































われ︑重要なものとして様々な分野の媒体で議論が見られるようになる︒また︑これら 性に関する議論を学術的に論じようとした人物は︑ドイツを中心とする欧米の学問に影響を受けた人物であった︒これらの人物は欧米留学 ど 渡航経験や欧米の 問に触れる中で︑欧米ではこ ような議論が重要視されていると述べる︒言わば︑そこで扱われている性に関する議論が国際的 標準な であるとして位置づけら くのである︒　
そしてこの時期︑ 「性欲」なる概念が定着していき︑また︑ 「性」
概念についても︑これが男女 セックス あらわ 意味としても定着するようになっていくこと ︑こうした学問化の流れと歩みを同じくする
（
83）︒これらの概念は︑この時期︑性に関するものごとが学問





















著者 年代 タイトル 掲載雑誌 巻、号
エドワ ドー・カーペンター 1900 教育に於ける愛情を論ず 教育学術界 一巻八号
著者名なし 1903 少年教育に於ける性欲問題 教育学術界 八巻一号
著者名なし 1902 青年色情教育論 児童研究 五巻十号
リツー 1905 色情ノ説明 人性 一巻七号
コーン 1905 色情上ノ教示 人性 一巻八号
カール・ウルマン 1906 色情ノ説明 人性 二巻三号
フラツハス 1906 小児ノ生殖生活 人性 二巻八号
著者名なし 1909 性欲教育要綱 人性 五巻一号
著者名なし 1909 児童の生殖生活 人性 五巻三号
ステフアニー 1909 学齢児童ノ衛生教育 児童研究 十三巻一号
カー・ヤッフェー 1909 性欲教育問題ノ現状 児童研究 十三巻四号
ビオ・フオア 1910 学校に性欲教育を教へざるは愚なり 新公論 二十五年三号
クルト・ガイスレルほか 1910 教育学的科目ニヨリテ若年者ニ生殖ノ事ヲ学バシメルコト 児童研究 十三巻七号
著者名なし 1910 万国学校衛生会議 児童研究 十三巻九号
著者名なし 1911 性欲教育の必要 人性 七巻八号
著者名なし 1912 生殖衛生に就ての規定 人性 八巻二号
















著者 年代 タイトル 掲載雑誌 巻、号
鈴木大拙 1900 性欲論 日本人 一二九号
著者名なし 1900 発情期の注意。 児童研究 二巻九号
深憂生第 1901 貞潔 ( チャステ ) の徳につきて世の教育家に訴ふ 教育学術界 二巻二号
久津見蕨村 1904 恋愛と教育（下） 教育時論 六九八号
高島平三郎 1904 性育論 児童研究 七巻四号
三島通良 1906 学校生徒ノ色情問題 児科雑誌 七十号









文部省 1907 欧州の性欲対教育（上） 教育時論 七九二号
文部省 1907 欧州の性欲対教育（下） 教育時論 七九三号
著者名なし 1907 人欲と教育 教育時論 七九二号
著者名なし 1907 情欲教育 家庭雑誌 五巻九号
富士川游 1907 色情の教育 児童研究 十巻十号
富士川游 1907 色情の教育（承前） 児童研究 十巻十一号
富士川游 1908 色情ノ教育 児童研究 十二巻一号
富士川游 1908 性欲教育問題 中央公論 二十三年十号
龍山義克 1908 性欲教育問題に就いて 教育学術界 十八巻三号
向軍治 1908 最近に現れた二大論文 中央公論 二十三年四号
著者名なし 1908 性欲教育の研究 東京教育雑誌 二二四号





内田魯庵 1911 性欲研究の必要を論ず 新公論 二十六年九号
暮村隠士 1911 性欲問題の輪郭 新公論 二十六年九号
向軍治 1911 性欲教育の新方針 新公論 二十六年九号
著者名なし 1912 性欲問題を論ず 開拓者 七巻二号
































































病」や「生殖器病」を防ぐために︑性交など 関す あ べき知識を授ける「色情の教育 「性欲教育」を行わ ければ らな とする論理が前面に出ている点である
（
94）︒そして︑このような観点からの

































ついての論考でも︑子どもに「手淫」の害を「教エ ければならないとした議 が展開されているが︑それは 万国学校衛生学会議」で行われ いたも であると 紹介されている
（
99）︒ 「手淫」の害






















すなわち︑こ 時期に〝性教育〟論は︑学術性 性と一定程度の国家的承認や れまで以上の社会的認知度を獲得するに至ったのである︒　
以上のように〝性教育〟論は︑猥褻な『造化機論』系書籍という
































の〝性教育〟論 主張する「性欲に関する知識」を与えよとする教育論についての賛否 に表明されており︑さらに〝性教育〟をるにしても︑そのなかのどの類の教 までならよい か︑といったことが詳細に議論されている
（
111）︒ここにおいて多くの日本の学識者ら
















る〝性教育〟論をめぐ 動向は欧米 水準 至らないまでも︑接近していたものであったことがうかがえる︒　
以上のように︑学識者に〝性教育〟論に関して賛否をうかがうア
ンケートが日本で行われ︑こ の要素の議論が理論的にもさ に補強されていったように︑ 〝性教育〟論は認知度の拡大と理論的な精度の上昇という面から一段と盤石なもの なってい た︒（五）そして、 「性教育」概念の誕生　
明治後期は︑中期までの〝性教育〟論 より学術性︑学際性︑


















構築をめざしてきた︒そのことにより これまでより詳細な日本の性教育史が構築できたように思う︒日本においては︑ 〝性教育〟論の「枠組み」 なす要素の教育論は近世後期からすでに︑限定的なかたちで存在していた︒それは︑子どもに俗悪な性情報を与える媒
182
体に触れさせないようにし︑年長の子どもの持つ性的欲望・関心を認め︑これをコントロールするために「色」や「淫」に関する物事が悪である と 子どもに伝えねばならないというかたちで見ることができた︒近代西洋の性知識は︑そこに幼少期の子どもの性的欲望・関心に関する議論︑子どものオナニーに関する議論︑子どもに性交についての知識を授けなければ らないとすることなどの〝性教育〟論の「枠組み」をなす要素 らに加えていく︒ただし︑明治初期までは︑これら 教育論が一連の教育論とし 概念化されることはなかったために〝性教育〟 は依然として弱 「枠組み」のままであり︑源流としてしか位置づけられないような のであったそして明治中期には︑一連 教育論を概念として把握する「性育」概念が登場し︑この時点で〝性教育〟 強い「枠組み」は完成し︑〝性教育〟論のひとまずの誕生を見る︒　
明治後期に至ると︑性に関する議論が学術性を強く帯びはじめ︑
同時に性に関する議論の領域的拡大︑学際化をもたらした︒ 〝性教育〟論もこの流れの中で︑変容をきたしていく︒明治中期ま の〝性教育〟論の「枠組み」をなす教育論のなかでも︑近代西洋の影響で流入した教育論は︑時に猥褻とみなされるような︑学術ジャンルとしては位置づけにくい『造化機論』系書籍のなかで中心的 展開されており︑猥褻なものと見做されがちだった︒ 〝性教育〟論の誕生も︑この猥褻と見做されがちな議論 流入の中でなされたため
当初は反響の薄いものであったが︑本稿で見たような性の議論の学術領域化 ︑ 〝性教育〟論の他の媒体への広範囲な進出をもたらした︒すなわち︑明治後期において〝性教育〟論は欧米の議論の影響から︑きわめて学術的・学際的・国際的な議論であると紹介されるようになる そのことにより︑ 〝性教育〟論は認知度を拡大し︑論も活発化し 明治後期に これに関する理論やこれをあらわす概念も一通り出そろうことになった︒　
そしてこのような歴史は︑日本においては子どもの性をめぐる観









して扱われると う抵抗もあったが︑ 〝性教育〟論が誕生し︑これが学術化されていくなかで︑次第に認められるようになっていった︒もちろん︑現在に至 まで〝性教育〟論は世間に抵抗を受け続ける教育論ではあるのだが︑学術という基盤はそ 抵抗 対 できるだけの支持者の拡大をもたらした︒　
以上が本稿で明らかになった知見であるが︑先行研究の批判を軸

























































































































































































































































































































































































例えば︑ 男女淫慾論 （ 「初編」 「二篇」 「続 」がある︒ 八七九年） 『造
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一八九一年一月にブッダ成道 地ブッダガヤを訪れ︑その荒廃した状況を目の当たりにし︑ブッダガヤ復興 啓示的な使命を得る︒の年の五月に大菩提協会を創設すると︑ブッダガヤ復興 旗印 掲げた世界的な仏教運動のネットワークを組織する︒　
セイロンの富裕なシンハラ商人の家庭に生まれたダルマパーラは︑


































ように︑日本人や日本の仏教界と 関わりが深かった︒後に詳しく見る 寺院領の買い取りやブッダ に奉納され 阿弥陀如来仏像など︑ダルマパーラはそ 活動の様々な局面 ︑日本の仏教界に支援を呼びかけ その助力に期待を寄せていた︒　
しかし︑ダルマパーラの呼びかけ 日本の仏教界に高まった仏跡


















































































日本人のための仏教のセンターをブッダガヤに作るために︑岡倉という名前の日本人がベンガル人の仲間と共に︑一九〇三年にインドを訪れた︒︙︙彼らは︑ネオ・ヒンドゥー教のスクールに属するベンガル人 助けを得て 日本の仏教はヒンドゥー教と同じものであり︑彼らはセイロン 仏教徒とは何の関係もないと述べると︑マハ トと 交渉を開始した︒そして︑マハントに対して︑日本人の寺院をブッダガヤに建設するため 土地の提供を求めたのである︒
　
ここで天心の訪問が一九〇三年とあるのは︑正しくは一九〇二年
であるが︑ 「ネオ・ヒンドゥー教のベンガル人」とは︑天心をブッダガヤに案内したラーマクリシュナ 団のスワーミー・ヴィヴェーカーナンダを指している︒このダルマパーラ 記事は︑ヴィ ェーカーナン の助力を得ることで︑天心がブッダガヤ大菩提寺院の地権者であるマハ ト ︑日本人の巡礼者のために土地 提供を求めたことを記している︒　
天心の交渉相手として登場するヒンドゥー教シヴァ派の僧院長マ





ダとの関係を︑ 「日本の仏教はヒンドゥー教と同じものであり 彼らはセイロンの仏教徒とは何 関係もないと述べると︑マハントとの交渉を開始した」と 記していることである︒　
ダルマパーラは︑長年にわたり世界の仏教徒に団結を訴えて︑



















宗教活動の自由をめぐるカルカッタ高等裁判所での判決や州政府による日本の仏像の撤去命令など︑英領政府 宗教政策が大きな背景に横たわっていた︒世界の仏教界を代弁しようとするダルマパーラと︑インドの多数派を占めるヒンドゥー教徒の権益を主張する ハントが対立するブッダガヤ問題に対して︑英領政府もまた︑現地の係争には不介入の立場を標榜しなが かし実際には 様々な政治的対応 迫られてい ︒ブッダガヤ 窮状 目の当 りに ︑その復興に取り組もうとした天心の試みもまた︑そのためこのような文脈を通して︑初めてその意義が理解されると言えるだろう︒　
本稿で取り上げるのは︑このような英領インド おけるブッダガ
ヤ復興運動を通して明らかとなる 岡倉 と ルマパーラと 相互の関係である︒　
近代インドにおけるブッダガヤ復興運動については︑すでに述べ









as (1975 ) は︑


























as (1975 ) に従うものとして︑しかし︑その歴史的経










































は︑欧州視察から帰国 途次︑インドに上陸し︑ブッダガヤに巡錫する︒こ 時に︑北畠 ︑地中に埋まる大塔をブッダの墳墓と考えて︑その脇に記念の石碑も建てているが︑それはちょうど英領政府による大塔 修復作業 模様であったこと 分かる︒その後 マクス・ミューラーのもとで学んだ南條文雄も︑ ギリスから 帰国の途次︑一八八七年にブッダガヤに立ち寄 ︒　
こうして︑先述の一八九一年のダルマパーラによる大菩提協会の

























































































に再びブッダガヤに戻ると マハントと 地所の買収交渉を開始する︒また︑国際社会にその運動をアピールする め ︑一八九一年十月にはブッダガヤで︑国際仏教会議を開催する︒この時 は︑セイロン︑中国︑チッタゴン 日本 代表者を集め︑ブッダガヤ大菩提寺の買い取りとそのための基金の呼びかけなどが決議される
（
42）︒
印度仏蹟興復会の使節 して日本から訪れた阿刀宥乗と徳沢智恵蔵が︑日本側の関係者に地所の買い取り 用意があ 明したのは︑この時の事であった
（
43）︒一八九二年には︑大菩提協会の本部はカル














の一行には︑その光景は︑日露問題ばかり なく︑インド 及びアジア全域への日本人 野望を実現する矛先として ブッダガヤが利用される可能性を思い起こさせた」と 説明する︒　
すなわち︑当初はダルマパーラへの土地の譲渡に協力的な姿勢を
見せていた当局が︑その前言を翻して介入を拒否するようになっのは︑植民地当局が︑ブッダガヤ 通 日本 影響力が拡大することを恐れたからだ︑とするのである︒　
しかし︑当時の植民地政府の記録を見ると︑実際にはこの時に





























し︑マハントの強い反発 受け また対立の拡大を懸念す 当局
ダルマパーラのブッダガヤ復興運動と日本人
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ハントによる大塔 所有権を認め︑マハントの行為はその所有権の行使の範囲内で行われ ものとした︒逆に︑ダルマパーラ 行為は︑そのハントの所有権を認識する中で行われたものであり︑その主張にもかかわらず︑純粋な宗教的行為と 見なされない︑とするもであった︒すなわち 大塔に仏像を安置することは仏教徒としての宗教的権利の一部であるとするダルマパーラ 主張は退けられ それは 行為を逸脱した︑マハントの地主的 への侵害を含むものであると認定し︑それを制限したマハント 行為 必ずしも刑法で禁じられた宗教的行為への妨害にはあたらない︑ いう判断を示すものとなっていた︒　
高等裁判所の判決は︑こうして内外のヒンドゥー教徒と仏教徒が

































































にあったビルマ州の仏教徒からの反発が大きかった もとも ブッダガヤ寺院に関わる問題は︑ビルマではミンドン王による復興事業から続くビルマ仏教界の として認識されていた︒特 日本仏像が置かれたビルマ・レストハウスは︑仏教徒 滞在の めにミンドン王によって建立されたも であり そのレストハウスから仏教僧や仏像を退去させないように求める様々な請願書がインド政庁に寄せられることで︑植民地官僚を当惑させた
（
59）︒この事件に合わせ











ジャーナリズムの中には あ かもイギリス政府が︑日本がブッダガヤに奉納した仏像 撤去するように命じたかのような過剰な論調も見られた︒たとえば︑当初からダルマパーラの運動を支持していた『インディアン・ミラー』紙は︑仏像の撤去問題は︑ 「東洋の日いずる国の仏教徒の人々の宗教的心情を辱める」ことになる︑と英領政府を非難した
（
62）︒ 『ベンガリー』紙は︑神聖な仏像を博物館に陳











での法的権利を確認しながら︑同時に政府としては︑英領 ド内の宗教問題 ついては︑ 「厳正に中立の立場を保持する」という方












































カルカッタで︑ラジャ・ラダカント・デブらによって創設された︑ブランモ・ショマジ運動 対抗する︑保守的なバラモン知識人の団体が有名であ が︑そ 直接的な関係は不明である︒また︑英領期のヒンドゥー・ナショナリズム運動が政治化するのは︑一般にはヒラーファト運動が高揚する一九二〇年代以降とされる
（
69）︒そのため︑




































徒のマハントであると認め︑大菩提協会の活動がその法的な権利を犯してヒンドゥー教徒の感情を刺激してゆくことに︑懸念を示すものとなっ いる︒ブッダガヤ寺院は これまでも仏教徒は自由に往来しており︑政府が特にこれを妨げている訳では無い で︑植民地政府といえどもヒンドゥー教徒の反発を招かないためには現状を維持するのが得策であり︑それ以上の特権を大菩提協会に与えるは困難である︑という観測を述べている︒この領事館の声明文は︑その後の英領 の対応を的確にとらえたものと言え︑ 『仏教』の記事が︑そ 後はダルマパーラの主張は取り上げず︑ 「平安に局を結」んだ所で終わることにも︑対応するも となっている︒　
同様に︑ビルマ仏教界の動向を見ても︑ダルマパーラの呼びかけ













するダルマパーラの運動は︑結果的にはヒンドゥー地主階層や地元の宗教団体からの反発も招くことになり︑当初はダルマパーラの運動に同情的であったインド知識人の間でも︑インド国内でのヒンドゥー教徒の利害と対立する外国人による運動とし ︑ダルマパーラへの警戒感が高まってゆく︒アジア 仏教徒 ため 問題とは別に︑民族主義的な意識を背景としたインド国内のヒンドゥー教徒の問題として︑むしろヒンドゥー教徒の権益を代弁する マハントの立場に理解を示す意見が高まってゆくのであ ︒　
たとえば︑一八九三年のシカゴ宗教会議以来︑ダルマパーラとの














たマハントとの対立は︑日本の仏教界をも巻き込む大きな騒動を引き起こすが︑こうして十年を経過しても︑土地 買収も日本の仏像の安置もできず 具体的な進展が見られな と う状況になっていた︒　
ダルマパーラの大菩提協会の活動は︑日本を含む国際的な仏教界
の世論を一時的に喚 する効果はあったが︑その運動の持続的な広がりという点では限定的であった︒肝心 インドでは︑かえってヒ





を︑日本の仏像を安置し仏教僧 常駐して活動するための︑新たなレストハウス 建設へと移 てゆく
（
78）︒具体的には︑政府によるバン
ガロウの仏教徒へ 開放や︑新たなレストハウス建設のため ︑土地の斡旋を政府に働きかけてゆくこと な ︒　
ミンドン王によって一八七〇年代に建てられたビルマ・レストハ













































































陳情活動で繰り返し言及する は︑ 「仏像がヒンドゥー教社会 障害を与える」ものとして 日本の仏像の撤去を命じた︑一八九六年四月二日の英領政府による通達であった
（
93）︒そして︑日本の仏像の安






















承認すると︑上級官庁のベンガル政府の裁可を求め いたが︑一九〇一年四月 段階で ︑まだインド総督府では︑同様にレストハウスの建設を求めるマンダレー仏教徒の陳情に対して︑ 「いかなるステップも取ることが出来ない」と述べて た
（
97）︒そのため︑最終


























ストハウスは大変 手狭 ︑以前から巡礼者が苦情を寄せていた︒仏教徒の巡礼者 ︑実際には︑マハント僧院の一角を宿舎として利用することも多く︑そのためマハント側も 仏教巡礼者の便宜のために提案され︑政府が承認を与えた第二レストハウス 建設そのものについては︑その必要性を 識し︑一定の理解を示していた︒　
上記の陳情書でも︑最終的に︑第二レストハウスの建設がどうし










おける第二レストハウスの建設 着手すること な と思われる︒しかし︑それはダルマパーラ 主張と︑そのダルマパーラの介入に反発するとマハントの主張とを折衷した︑玉虫色の解決策と言えるものであった︒すなわち︑最終的に政府は︑ブッダガヤでの新たなレストハウスの建設を承認するが︑それはあくまでも宿泊 ための施設とされた
（
104）︒それは︑巡礼者の宿泊以外の目的に供することはで










































































ウスとは別に この時にはすでに新たなレス の建設が開始され︑それ 基層工事 最中であったが︑しかし すでに見たように︑このレ トハウスに日本 仏像を安置すること できないされていた である︒　
この天心の第二回目のブッダガヤ訪問では︑日本から駆け付けた








のとしてこれを政府に訴え︑つい 裁判沙汰となれ ︒︙︙ただ勿体なきは阿弥陀仏の尊像なり︒この仏像が火花を散らせし争いの種と りたるのみならず 今はこれを安置し申す処も無ければ︑やむなくビルマ国の建てし
9
一休息所の片隅に据






泊施設の計画には留まらず︑その新たな施設の建設を通して︑最終的にはこう着状態 あったダルマパーラによるブッダガヤ復興運動の状況もまた︑打開しようとする意図 あっ ものと推測される︒　
天心があえて︑ 「日本の仏教 ヒンドゥー教と同じものであり︑
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（二〇〇二︑ 三〇五︱三六二） ︑ゴンブリッチ（二〇〇五︑ 二八八︱三二八）の古典的研究に始まり︑多岐に渡る︒近年では近代仏教への関心を通して︑日本でも様々に注目されるようになった この点については︑すでに述べた︑大谷（二〇一二） ︑奥山（二〇〇八） ︑佐藤（二〇〇八）の他にも︑遠藤（二〇一一） ︑川島（二〇〇六ａ 〇〇六ｂ 渋谷 一九八〇︑
 
一九八五︑ 九九九 二〇一 ） ︑杉本（一九九五︑ 二〇〇三︑ 二〇一〇︑
 
二〇 二） 鈴木（一九九六︑ 八一四︱八二四） ︑前田（二〇〇六） ︑山川（二〇〇〇）など優れた様々な論考が公にされているので︑参照されたい︒
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（Oppression and Tyranny at Buddha Gaya, The Visit of the Lieutenant 






いる。（2015 年 1 月、筆者撮影）
地図―1　釈興然が描いたビルマ・レストハウス
境内の外周、大塔の北西側（乾の方角）に「乾院」（住
師興然）が見られる。興然は、「去る 1 月 24 日を以て
塔の乾院なる一院に入り永く止住の道場と定めたり」






える。（Cunningham, Major-General Sir A. 1892 Mahabodhi, 
or TheGreat Buddhist Temple under the Bodhi Tree at Buddha-
Gaya, London: W.H. Allen, plate I より抜粋）
ビルマ・レストハウス
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Linguistic Survey of India ）の局長となる︒
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マパーラが四千円︑釈興然を通して日本の仏教界からは︑一千円を調達する手筈となっていた（ 「雑報」 『浄土教報』七十四号︑一八九一年六月五日） ︒
（
41）  
釈雲照（一九七八︑ 一三二︱一三四︑ 二七八︱二七九） 東元（一八八二） ︒
日本の使節は︑十月十四日に︑セイロンを経由してカルカッタに到着した（T
he D







ol. 53 , 
N
os. 5 -8 , M
ay-A






odhi Society, Its H
istory and Influence, in M
aha B
odhi Society of India, 
D
iam
ond Jubilee Souvenir, 1891 -1951 , C















































odhi Society, its H
istory and Influence, in M
aha 
B
odhi Society of India, D
iam
ond Jubilee Souvenir, 1891 -1951 ,C












odhi Society, Its H
istory 
and Influence, in M
aha B
odhi Society of India, D
iam
ond Jubilee Souvenir, 1891 -1951 , 
C
alcutta, 1952 , pp. 66 -132 ; T
he M
aha-bodhi Journal, A
pril, 1893 , p. 3 ） ︒釈雲照















ol. 51 , 
N
os. 7 -8 , July-A
ugust, pp. 165  -175 , 1943 ; V
ol. 52 , N
os. 1 -2 , January-Februay, pp. 
37 -39 , 1944 ︑及び
A
 H
indu Point of V
iew









Sangharakshita (1980 : 77 ). その他︑
B








ith Persons in India (LC
C
PI), V
ol. 21 , 
N
ovem
ber 6 , 1891  (261 b), M
ss, E
ur, D









ugust 26 , 1891 , V
ol. 21 , N
ovem
ber 6 , 1891  (261 b), M
ss, E
ur, D

















acpherson (1896 ), Judgem










apala on 22 A
ugust, 1895, IL
R
 23  C
















acpherson (1896 ), Judgem
















hief Secretary to the G
overnm
ent of B
engal, to the Secretary 
to the G
overnm





th, June, 1896 , N
o.21 , L/
PJ/6 /493 , File 2157 , N














olton, to the Secretary to the G
overnm
ent of India, dated 27







ol. 5 , N
os. 1 -2 , M
ay &















o. 2 , A
utum
n












a praying for perm
ission to restore 
the B
uddhist shrines at B
uddha G
aya; Proceedings, N
os. 197 -200 , A


















y. Secy to the G
overnm






o. 27 -28 , L
/P

















pril 18 , 1896 .
（








olton, to the Secretary to the G
overnm









olton, to the Secretary to the G
overnm










ssociation, to the C
















a Sabha, to the C











































th January 1903 , C
C
IA
, Part II, p. 225 , B





L/PJ/6 /493 , File 2157 , N
























o. 4 , A
pril, 1909 .
（







ol. 1 , N
o. 2 , A
utum














a praying for perm
ission to 
restore the B

















ol. 7 , 








olton, to the Secretary to the G
overnm


















a praying for perm
ission to 
restore the B
















apaprasad Sastri, June 13
th, 1903 , C
alcutta, M
ss, E






































), Part II, p. 
225 , M
ss, E
ur, F111 /620 , 1899 -1905 , B






























he Journal of M
aha-B






















, to the C
om
m





os. 77  to 93  and K
. W
. (N
. P.), Proceedings, Septem
















ourdillon, to the C













ourdillon, to the C






























th January 1903 , C
C
IA





os. 77  to 93  and K
. W
. (N
. P.), Proceedings, Septem




os. 77  to 93  and K
. W
. (N
. P.), Proceedings, Septem



































o. 4 , A
pril, 1909 , pp. 446 -447  など︒
（































 1882  to 1933 . in T
he M
aha B
odhi, pp.45 -49 , V
ol. 121 , N
o.1 , 
Septem
ber 2014 , M
aha B




































angoon regarding the m
anagem






ber 1902 , N



















o. 2815 , A
pril 10











a praying for perm
ission to restore the B




os. 197 -200 , A


















apala ʼs Services to the C
ause of the B
uddha Sasana from
 
1882  to 1933 , in T
he M
aha B
odhi, pp.45 -49 , V
ol. 121 , N
o. 1 , Septem
ber 2014 , M
aha 
B


















angoon regarding the m
anagem






ber 1902 , N

























ctober, 1903 , C
C
IA























ugust 1903 . C
C
IA
















ctober, 1903 , C
C
IA









ahadur, to the C





o. 24 , N



















, p. 315 -320 , B


























th January 1903 , C
C
IA







odhi Society, Its H
istory and Influence, in M
aha B
odhi Society of India, 
D
iam
ond Jubilee Souvenir, 1891 -1951 , C































































a, February, 1902 , N
















angoon regarding the m
anagem
ent of the B
udha-G
aya tem
ple and certain other 
m
atters, Septem
ber 1902 , N















L/PJ/6 /493 , File 2157 , 
N
o. 34 -35 , IO
R
, B

































a praying for perm
ission to 
restore the B
uddhist shrines at B
uddha G
aya, Proceedings, N
os. 197 -200 , A














L/PJ/6 /493 , File 2157 , N
o. 21 , 22 , and 23 , dated 27
th, June, July 9
th and 6











Tagore (1938 ). このシュレンドロナトの記述の再検証については︑別稿で
考察する予定である︒
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115）  『中外日報』一九〇二年七月十三日︒その他︑ 「織田得能師の印度観察談」











apala (1864 -1933 ) and the B
engal 
connection, Social Sciences Inform
ation, V










he Life and Teaching of G
autam
a, 

















hose Structure Is it? Religion and the A

























































































alcutta, June, 6 , 1975 .
B
uchanan, Francis
1986  (1936 ) A
n A
ccount of the D
istrict B
































ispute, Journal of C
hurch and State, V
ol. 46 , N












ple under the B













indu Point of V
iew
















eely's history of the Parliam
ent of Religions and Religious 
C







































odhi Society, Its H
istory and Influence, in M
aha B
odhi Society of India: 
D
iam
ond Jubilee Souvenir, 1891-1951, Suniti K
um
ar C
































istories: Institutions of A
rt in C










he life of K
akuz ō, A
uthor of the B


































y of Religion, V
ol. 66 , N
































le by the m












aha Sabha Report, and V
iew
 of Prom

































































































































































1939 -1982  Rabīndra-Racanābalī, (R
R
), V









1912 -2001  T




















aya, 1811 -1877 , M
odern A
sian Studies, V
ol. 33 , N
































































































































































 biographical sketch, C
alcutta: M
ahabodhi Society 




































































─」 （一）～（四） 『不滅の言葉』五︑ 七︑ 九︑ 十一月号︑
V
ol. 55 , N










































︑ 『中国医学大成』 ︑ 『中国医学大成続集』 ︑ 『中
































憹とは︑ を以て之を明らかにするや は懊悩の懊なり 憹は鬱悶の貌なり︒即ち心中懊懊悩悩し︑煩煩憹憹し︑鬱鬱然として舒暢せず︑憒憒然としていかんともするなし︒之を煩悶に比ぶるも甚だしき者 ）としている︒また︑ 「舌上胎」の つ後 第二十三例目の症状は「衄血
（じっけつ）
」であるが︑彼は︑ 「傷寒衄血︑何以明之？鼻中

















































舌の赤いことと火熱との関係を推論して導 出したから あこの段階で観察した対象はみな患者であるから︑舌色が赤 という表現には︑二つの意味がある︒一つには︑正常な舌色を表しているのだが︑但し推論して導き出した正常 舌色という側面が強いと うことである︒当時 人々は正常な舌色 対して︑まだ十分な観察ができていなかったからである︒二つには︑傷寒病熱証の舌色であって︑熱証を診断する実用的な価値があるというこである︒敖氏が図で表した十二の舌図も︑多くはこ 種類 属す ︒　
成無己の正常な舌色に対する論述は後世にまで深い影響を及ぼ


























清碧験証舌法』 ︑ 『舌胎験証舌法』などがあり︑ 『敖氏傷寒金鏡録』の当時の影響の強さを物語っている︒　
薛立斎による刊本『敖氏傷寒金鏡録』と二種の和刻本『敖氏傷



























ば︑舌苔形成 認識である︒この著作の中で述べられているのは︑当時流行していた︑ 苔が厚くなる は︑体内に食積や熱があるからとの認識である︒それゆえ治療には寒凉薬物が使われることが多 った︒このため︑高世栻は健康な人の舌苔の変化について︑食後︑酸味のあるも を食べ 後︑服薬後など 各種条件の下で観察して 健康な人 舌苔の特徴を 「微有胎者 不過
隐隐
微微︑
淡白︑淡黄之間耳」とし︑ れにも づいて︑正常 舌苔の形成は「火之蘊蓄」であるという観点を唱えたのである︒ 「須知舌者火也︒火得其色 乃為平人︒平人五火斉明︐如天日光明︑陰翳消除︑何胎之有？惟傷寒大病︑君火不明︑至三焦相火乗于君位 則舌色反常︒夫相火乗于君位也︑非相 有余 乃君火之不足」
（須く舌は

















其の本色は紅なり︒心脾は同気︑火土は相生ず︑故に胃 は心脾由り発生す︒知る可し︑舌苔は胃中の より現れ︑而して 気は心脾由り発生する︒故に無病の人は︑常に薄苔 り︑是れ胃中の生気︑地上の微草の如くなり ︙︙苔は の の如く︑根は下従 生ず）
と述べてい










































図 3　『傷寒三十六舌』の「本色」舌図 図 4　『傷寒三十六舌』の「淡紅舌」



































































































の歴史は長く︑この長 歴史の中で多く 資料は散逸してしまった︒一方︑舌診は元代以降になって普及した診察方法であり︑研究の記録も多く残されているので︑舌診の歴史は我々が中医診断学の発展過程とその特徴を探求する上で一つ サンプルとなり得る︒正常な舌色の認識過程を整理す 中 筆者は二つの問題を措定し︑検討を行った︒（一）なぜ舌象の認識は、臓象理論を基礎とせねばならないか　
歴史上最も早く傷寒病の「舌上胎」に対して分析を行った成無





































らびにそれぞれの用途を示している︒中医は「至著」の象を通して臓の「至微」の理を認識するのであり︑これにより身体 中の最も根本的︑内在的︑本質的なものを把握するのである︒ 『黄帝内経』の中では︑一つの臓をめぐって多数 象がある とが述べられている︒例えば 心の象は赤色︑苦 南方︑熱︑火など中医はそれぞれの象によって︑心という「体」の「理」を総括している︒　
臓象の認知モデルに基づいて︑先人は︑人体の新しい知識を探
求する時︑必ず理の基礎の上で行うべきである 考えていた︒そうでなければ 新しい知識は根っこのない木になってしまい︑もともとある知識と「顕微無間」たることが きなかった︒当時傷寒病熱証の治療を実践す 中で︑黄苔と黒苔の火熱病機は証明されてはいたが︑まだ理による理論的な支持は得られていなかた︒火熱の色は赤で り︑黄色や黒色で い︒成無己が舌「本紅にして沢なり」の見解を出 やいなや︑ただちに支持を集めたのも︑まさにこのためである︒彼は臓象理論を使って︑舌苔の依るところの舌と︑心︑火︑紅色 間の体用関係 証明し から
である︒　
臓象学説は︑中医の人体生理に対する認識を総括したものであ






















いて水の色が出現することになり︑理屈に合わない︒成無己はこれを説明できなくなり︑ 「鬼賊相刑」という言い方でお茶を濁している︒上述のように︑成無己は臓象学説を運用し︑舌紅︱心︱火熱病証の関係を確立し︑新しい病機認識の第一歩を完成した︒しかし︑本来脾に属すべき黄 の舌苔 腎に属すべき黒色の舌苔については どのようにして火熱病機と関連付けられるのだろうか？　
劉完素は︑ 「亢害承制」理論でこの難題を解決した︒例えば「鬱」
という病症で出てくる︑従来の理屈とは合わない状況について︑劉完素は︑ 「鬱︑怫鬱也 結滞壅塞而気不通暢︒所謂熱甚則腠理閉密而鬱結也︑如火錬物 熱極相合︑而不能相離︑故鬱熱則閉塞而不通暢也︒然寒水主于閉蔵 而今反属熱者︑謂火熱亢極︑則反兼水化制之故 」
（鬱とは︑怫鬱なり︑結滞壅塞して気は通暢せず︒所






























分析すると︑いかにして臓象理論の齟齬を回避しつつ 生理としての臓象知識 疾病の病機知識 「顕微無間」の過程で︑学術継承と発展を実現してきたのかがうかがえ　
日本においては︑江戸時代には二つの医学理念が現れた︒一つ
は︑医学研究の目的は病を治すことであると認めて︑ 『傷寒 』が治療の基礎である して古方派を形成した︒代表人物は吉益東洞である︒もう一つは︑医学研究の目的は人体を認識するこ であ
ると考え︑解剖学が医学の基礎であるとして日本の現代医学のドアを開いた︒代表人物は山脇東洋である︒これにより︑日本の医学は理念上の︑分岐が始まったのである︒　
古方派の吉益東洞は中医の臓象理論を排除することを主張した︒































































































































































































































淡紫舌などとなり得るし︑深い色の方に発展すれば︑紅舌︑絳舌︑絳紫舌︑紫舌などとなり得る︒健常者 淡紅舌は︑それ自身も淡紅色を中心とした色の区間にあ のだが︑もし色を測量する尺度がなくなってしまっ ら︑各人が見ることのできる淡紅舌はどうしても主観性を帯びてしまう︒上 述べた淡紅舌が虚実寒熱など各種状況で見られる理由は︑淡紅舌について 視覚 共通認識が未だに確立されていないこ と無縁ではあるまい　
この問題を解決するために︑中国古代の医家は二つの方法を採











































中医学術思考の特性を理解し︑その特性の持つ優位性と︑そこに存在する問題を明らかに いくことである︒清末民国時代の医家は︑舌診を中医学と西洋医学を合流させるため 切り口とすることを選んでいった︒彼らによると︑中医学 西洋医学のそれぞれの特徴は︑ 「西医重実迹︑中医重気化
（
44）」ということにある︒舌診














































































































7） ︑五︑ 九︑ 十二︑ 十五～十六頁︒
（
24）  














































































































































いうことである︒筧克彦のいう自我の自由とは︑個人が自由意思から国家に貢献す ことは︑個人の 由をより増進するというものである︒勿論これは︑今日的な意味で 自由では い︒しか ︑筧の議論を批判するにしろ評価するにしろ︑まずはこの論理がど
のようにして形成されたのかを解き明かさなければならないだろう︒　
このために︑筆者は主に一九〇三年から一九〇九年までの六年
























大論争 繰り広げた両者が︑当時弱冠三十一歳の筧をともに批判したのである︒しかし︑筧は二人の大家 批判 対して果敢に反撃を試みてい 筧曰く 「歴史派の根拠は個人の考案 疑ふ在り心理学が未だ完全ならず て標準とするに苦む 在る み此二者を疑ふに於ては自己学説の﹁テスト﹂を為 ものは歴史の外之なかる可を以てなり」と
（同右）
︒筧にとっては︑自然法学説が




















律した行動をす ようになったとき︑この意思の力 行使は各個人の意思を超えた社会全体の意思の行使となり︑個々人 意思の力を規律する「法」として力を持つ
（法①三三四頁）
︒なお︑法は

















































のであるということを強調する︒その上で︑法につ て次のように述べてい ︒客観的に自然に存在する「事実上 法則即ち単に現象間に存する一定の事実関係」が法にな ではない︒各個人の意思の発動を規律する「人定の 由標準」が になるのである（法③八〇二頁）
︒このため︑各意思者は必ず自らの意思が何を表現





























































ギールケは連邦 として成立したドイツにおいて新しい国家概念を説明するために︑ 「主観的権利関係が客観的規範 一致するという団体人格概論と︑法を﹁命令﹂としてではなく﹁全体の確信﹂と捉える新たな法 念の導入により︑論理上の困難を一挙に克服」しようと試みた
（
13）︒ギールケはこうした政治理論を説くことで︑ 「国






























































































































































揮することで︑ 「各個利用者の特色の総体 唯一の普遍我の普遍性の発展に」寄与する︒もし利用者が共同体 特色やその内部 おける自由を忘れれば「反つて普遍性の発揮」ができなくなってしまう
（機③一四〇頁）
︒こうして︑普遍我の発揮には主観的な自我





























































































の生活経験の進歩と共に発展してきた︒しかし︑古代においては人類 発達は未分化であった で︑ 「各種の精神現象を宗教以外明らかに分離して研究」することは きない
（思一九頁）
︒そこで︑












古来から最も推進してきたのは宗教である︒ 「人類生活の に必要なる各方面の根本意識を統括」し︑ 「生活各方面の基礎たる意識を包含す 」宗教 理解できれば︑法律現象など 根拠と っている人々の意識の問題 ︑現実 生活に即したうえで明らかにすることができる
（同右）
︒このように︑筧は宗教を高く評価する︒
こうして「法学研究者トシテ太古ノ思潮ヲ論ズ」で本格的に宗教の可能性につ て論じたあと︑翌一九一〇年から「印度ニ ケル仏教思想ヲ論ズ」 いう連作の論文を発表する
（
23）︒本論文では古代
仏教がいかにして人々の自由な意識を形成し︑国家の形成に結びついていった かを じ︑さらに一九一一年には最初の宗教的著書となる『仏教哲理』 出版する
（
24）︒次に一九一二年には『西洋哲
















































































































































































































は︑既存の日本キリスト教史研究においてもしばしば取り扱われてきたテーマであり︑決して新しいも ではない︒しかしながら︑既存研究の多くが︑キリスト教は帝国主義とは本質的に相容れないとの価値判断を自明 前提として︑特定の時代や事件にお るキリスト教徒の反応 取り上げ︑それが本来あるべきキリスト教の姿からどの程度逸脱していたかを批判するという傾向を強く







































徒間の論争が紹介される︒そこでは組合教会内の戦争肯定論者である海老名弾正と︑否定論者 柏木義円の言説が比較して論じられる︒さらにこれらの論客の分析に留まらず︑日露戦争を否定する柏木が︑実際 日露戦争で戦死したキリスト教徒に対してどのような対応を採ったのかという実践に係 問題にも検討がなされる︒　
第三章は︑海老名弾正とその弟子筋にあたる千葉豊治が唱道し
た在米日系人移民への伝道を分析する︒そこ は︑それまで日本国内では普遍性や超国家性を主張する信仰ゆえに国体 反すると批判されてきたキリスト教を︑逆にその普遍性や超国家性を活かして日本という国家を離れた海外移民 伝道し︑彼らの道徳的資質を向上させることで︑帝国への貢献を果た うとした海老名らの姿が描かれる︒　
第四章では︑前章で検討された伝道を通じた海外日系人の教化
という発想の延長線 に︑組合教会が展開し 朝鮮人 が取り上げられる︒そこでは︑朝鮮人を日本支配に従順な存在に教化する手段として伝道を推進した渡瀬常吉と︑それ 終始一貫厳しく
書評
269



























ていた︒ただし 柏木が一貫 帝国への貢献 いう欲望 は無縁であっ のに対 栗原は農村問題の解決こそが帝国へ 貢献となると見ており︑この発想が次章で見る満蒙開拓の動きと連動していったことが示唆される︒　
第七章では︑一九三〇年代以降︑満蒙への開拓移民送出という




る先行研究と重なる部分も多く︑著者もこれらの研究に負う部分が多いことを緒言や注釈で明示している︒しかし︑著者はこれらの先行研究を踏まえた上で︑新 な資料発掘に 力を入れ︑先行研究が見落としてきた組合教会の在米日系人伝道や国内の農村伝道に着目し︑こう た活動も帝国主義との有機的連関性を持っていた事実を明らかにす で︑組合教会の海外伝道の目的や特徴を一段と明瞭に示しつつ︑さらに世界史や日本帝国史と ったより広い文脈からその意義を捉えなおすこ に成功している︒そして︑それは同時に︑キリスト教 帝国の狭間で︑あ いは神とシーザーの間で︑自己アイデンティティーの確立に苦しんだ日本のキリスト教徒の紆余曲折の物語と ても高い完成度を示 ている︒　
他方で︑こうした物語の一貫性を維持するためには︑分析対象
や資料に関して一定の絞り込みが行われた点は否めない︒例えば︑近代日本のキリスト教と帝国の関係性 探求するならば︑その対象を組合教会に限定する必然性はなく︑仮に重視 にしても他教派への一定の目配りは必要であったと思われる︒著者は組合教











































































































aro: le peintre des m


































次いで︑ヨーロッパにおけ 春画の流通 追 ながら︑ベルギー︑イギリス︑ドイツ︑スペイン︑オーストリアの芸術家たちについて論じている︒最後にパブロ・ピカソの春画コレクションに関してかなり詳し 解説がある︒　
ブリュの議論は非常に多岐にわたっているため︑少し急ぎ足に
感じられる時もある︒ベルギーのジャポ ス についての説明がひとしきり続くと︑今度はオーストリアの春画の解釈に話頭が転じるといった具合だ︒最も興味深く読めるのは︑春画コレクターについてのリサーチと︑ヨーロッパの画家の絵画と日本 春画を並べてそこに影響関係を見出すブリュの手際であ ︒西洋芸術に対する春画の影響をたどるという大きなテーマを選ぶと︑ もすると論点を絞って議論 掘り下げていくというよりは︑大家とさ
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解の差異︑日本文 受容︑日本におけるロゴフレーズの英語表記という翻訳をめぐる四つの主題を論じてい ︒日本文学の翻訳不可能性についてはよく言及されるが︑逆 ヨーロッパ諸言語より距離が遠いゆえに自由翻訳の可能性が高まる側面もあるという︒日本語表現の多義性や曖昧性を翻訳する際の困難さが例証されるが︑文脈を正当に解釈すれば相対的に翻訳可能だという立場が示される︒また昔の大仰なドイツ語翻訳に比べると現代訳の方 非

















漱石︑それに大岡昇平︑石牟礼道子︑宇野千代︑円地文子︑河野多恵子︑大庭みな子など多種多様な日本文学が紹介され︑さらに古井由吉︑丸谷才一︑島尾敏雄まで翻訳された︒このシリーズは著者の責任編集で刊行されたドイツ随一の日本文学翻訳選集であり貴重な仕事である︒ドイツでの受容について言えば成功かどうか判断するにはまだ時間がかかるが︑たとえば各五千部近くが販売された実績は︑一定の受容 なさ たと判断できるだろう︒書評以外にもラジオドラマや戯曲 オペラ︑映画 作品が引用されたりすることから︑日本文学がドイツで徐々に定着してきたといえる︒ロゴフレーズに関する論文では Ｔシャツなどのロゴ標語が かなる社会的文化的機能を有するかを考えるため ︑主に一九八〇年代の英語で書 れたロゴやキャッチフレーズの言語分析を試みている︒子供用のトレーナー 書かれた標語が︑間違った英語表現を含みつつも︑商品とは関係なく明るい気分をアピールしており︑無論欧米にも見られ いえ ではとりわけ内容よりも装飾性が重視されたイメージ戦略のひとつになっている︒キャッチフレーズやスローガン︑格言やモットー︑ジョークや政治メッセ ジなど︑スポーツからファッションまで様々の具体例を挙げながら分析 ︑こうした標語が俳句や川柳と同様に︑言葉遊びを含む日常生活に根を下ろしていることを検証し︑ユーモアとアイロニーを持つ詩的表現で あると述べて る︒
　
第二章では︑ 「人気作家」たる林真理子の「私小説」論︑日独文





学的風景描写の美学論︑愛国的な食通・グルメのプロパガンダ表象を論じた日本国民的な自己主張・自己理解 考察︑ 「忘れられた追憶」と題するファッションやモードから見た国民的アイデンティティ表象の分析が主題である︒三島由紀夫の黙示録的な終末風景に慰めを見いだ のは︑鴨長明から始まる日本的無常観のみならず︑戦災直後の瓦礫の が︑ 震や津波など天災直後の瓦礫風景と同様 ︑過酷な状況へ 審美性発見という日本人の宿命論的美学と結びついており︑戦争直後の報道写真にもそれが現れているとする︒　
第四章は︑アジアの日本と題して︑戦後の過去の克服問題から
日本文学における南京表象︑そし アジアにおけ 日本文化の成立過程が検証されており︑ くにアジアのなかの日本文化については︑日本におけるグローバル化 その前史を取り上げ︑中国由来の漢字導入から明治以降の西洋文 移入 歴 に至る日本文化の影響史を論じ︑たんなる外来文化の影響 いうより異質 ものの自己対話ないし自己発見の歴史であり︑他者文化への「憎悪・愛」があると指摘する︒　
以上本書の概要を紹介したが︑日本文学研究を中心に据えなが
ら︑戦後の歴史問題から︑映画︑ファッション︑モード︑グルメなど現代日本 ポップカルチャーまでを視野に入れて明解かつ丁寧に紹介・考察していく姿勢は一貫しており︑日本人読者にとっても大いに啓発されるだろう︒とくに文学翻訳に関して︑過度のペシミズム 陥らず ドイツ人読者に対して可能な限り 文化のエートスが理解できるよう簡明に説明されている点は高く評価できる︒また文学研究のみならず歴史学や社会学からの知見 反映させることで学際的な著作にもなっている︒先行研究と 日本人研究者のみならず欧米やアジアの研究者も参照・紹介 いる点でも視野が広がり︑著者の行き届いた目配りと多様な関心動向がよく窺える︒ただし日本的な美意識 関する分析には 得力がある ︑ 「美しき日本」という表象につながるネガティブな伝統的保守主義について さらに掘り下げ 分析を望みたい︒また想像された自己表象と他者表象の問題 ︑文化翻訳 おける重要な課題であるとの認識 異存はないが︑これはフロイト 起点としてラカンが言及してい 鏡像理論とも関わ 問題系であり︑社会心理学的な方向に広がるよう 思われる︒ま 多様 日本文化像と受容過程を解明する本書 意図は明確 あ 論集 性格上やや総花的ないし概説 になる部分も散見される︒とはいえ本書は︑日本的美意識や日本文学の特徴・受容過程について︑自文化からの視線では見通し難い諸問題を︑優れた観察眼 旺盛な
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そして日本伝道に幕をおろしたジョン・Ｂ・Ｗ・デイというアメリカ・ユニテリアン協会から送られた三名の宣教師については︑アンドーバー神学院に残されたユニテリアン資料を参照しつつ手堅く叙述されている︒日本人ユニテリアンについては︑神田佐一郎︑佐治実然︑岸本能武太︑安倍磯雄︑廣井辰太郎︑内ケ崎作三郎︑鈴木文 などの主要会員がとりあげられ︑宗教運動から労働運動というユニテリアン研究の定説にそって語られる︒古河老川︑村上専精 った仏教者へ ユニテリアンの影響も論じられている︒ただし︑これらは日本人読者にとっ は必ずしも目新しい話題ではない︒　
本書の特徴は︑こうしたユニテリアン通史だけでなく︑タイト
















をめぐる議論を打ち切ろうとはしない︒普遍的真理への素朴な信仰と︑ポストモダニズム的な批判との間の中間領域で︑議論を続ける必要性を主張して︑この本を締めくくっている︒この慎重な物言いの中に隠された実践的提言は︑著者の「普遍性」への信頼を映したも といえる︒この点については︑宗教学者としては共感せざるをえないであろう 程度の差はあれ なんらかの普遍性への信頼が学的営みを支えているからである︒　
以上︑これだけで結論としては︑労多かったと思われる研究に
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彩を放つところである︒本書はあまりに多くの形式や画派に触れており︑また重要な絵師や画派について十分に語りつくしていないため︑この俯瞰的 アプローチ 少々物足 なさを感じ 読者
も中にはいるかもしれない︒にもかかわらず︑最終的には︑相関性がより一層明ら となった絵画制作と流通の現場を背景として︑一人ひとりの絵師や各画派を見直すことのできる確かな基盤が築かれているのだ︒　
題名にある
 “obtaining ” という言葉には︑二つのつながりのある
定義がある︒ つ目 定義は︑絵画の入手や買 取りといった消費を通じた“
obtaining ”であり︑本書はこの意味に即して︑人々が





取り」までの流れにみられる交流をたどっている︒このように︑江戸の美術史を抽象的な理想美から現実世界へと立ち返らせるスクリーチ氏の研究は︑階級︑性別︑血族関係︑そし 宗教的地位などの様々な要因が︑ど よう 各個人の絵画の入手に影響を与えたかということを明らかにしている︒　
二つ目の






































































































朝鮮人による朝鮮研究と︑京城帝大法 部の「朝鮮史」 「朝鮮語学・ 文学」講座を拠点 する日本人の朝鮮研究との「敵対的対立関係」を論じている︒　
続く李俊植「京城帝国大学〝朝鮮語文学科〟の言語学」 ︑張信




















史学」と朴鐘隣「哲学科の設置と運用」が︑それぞれ主要大学の史学科と哲学科について︑そ 過程・教員構成・カリキュラムを検討している︒史学科においては︑日本の帝国大学の「国史・東洋史・西洋 」の区分が踏襲されていたこ ︑哲学科においてはソウル大学校と高麗大 校で西洋 と東洋哲学の比重に差があったことが指摘されている︒ついで︑李俊植「言語民族主義と〝科学的〟言語学
─
─不安な同居から対立へ」は︑解放後韓国にお

























れた植民地下における学知の競合状況との対応関係は見えにくくなっている︒さら この点 ︑第一部と第二部の間の視角 ずをも招い のではないか︒すなわち︑第一部では︑大学における制度編成がディシプリンの形成と表裏 体にな という視角が基盤にあっ のに対し︑第二部では︑むしろ大学 制度的基盤の整備と︑研究者による内発的なディシプリンの形成 が乖離していたとのニュアンスが強調 れて るように感じる︒全体としては比較的一貫した視角で貫かれている本論集であるが︑植民地期と解放後を統 的に考察する枠組みに さらな 検討が必要だろう︒　
また︑そのためには︑今後は︑本書が扱った一九五〇年代末ま
での時期を超え︑さらにその の時期に韓国の大学制度や学知が植民地期の影響をどのよう 脱 くのかも論じられる必要があろう︒本書 設定した一九五〇年代半ばから同年代末という時期は︑総じて制度的整備に学術研究の中身が追いついていない時































Kakei Katsuhiko’s Thought in the 1900s
NISHIDA Shōichi
Current research on the thought of Kakei Katsuhiko (1872–1961), who sought to spread his 
theories of Shinto from Japan to the world, is being conducted from both critical and positive 
perspectives. Whether critical or positive, studies on Kakei’s theories mostly focus only on his 
interpretation of the idea of “kannagara no michi” (the way of the kami). There is little research 
concerning why Kakei, originally a jurist, came to discuss religion or what issues he was aware of 
when he began studying Shinto. This paper attempts to elucidate his thought in the 1900s and 
thereby demonstrate the formative process of his scholarly work.
 As discussed in this paper, Kakei attached great importance to free, independent, and 
self-conscious activities—what he called “katsudō” ( 活働 ). The essential feature of his argument 
is that the freedom of individuals and of the state do not conflict with each other; on the contrary, 
the greater the freedom of individuals the more contributions they can make to the state. Those 
who study his thought ought to clarify that argument before they engage in either critical or 
positive evaluations of Kakei.
 Through an analysis mainly of Kakei’s early writings, this study examines his posture vis-à-vis 
the issues and the methodology of his early writing. It shows that the main points of Kakei’s 
argument in those days were: 1) a strong assertion of the desire for freedom of the self; 2) 
contributions to society and the state through expansion of the self; 3) realization of “freedom” 
under the emperor-system state; and 4) attention to religion as a means of achieving unity of 
national consciousness.
Keywords : Kakei Katsuhiko, activity “katsudō,” freedom, the self, Shinto, religion, Otto von Gierke, the 
state
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in Yi xue zhen chuan ( 医学真伝 ; A True Account of Medicine; 1699) by Gao Shishi of the Qing 
dynasty. By the late Qing dynasty (nineteenth century), knowledge of a normal tongue had 
become complete. Throughout the history of diagnosis of the normal tongue, doctors of ancient 
Chinese medicine always followed the basic theory that the state of the tongue manifested the state 
of the internal organs. This required a coherent theory that would connect the visually observed 
state of the tongue with the condition of the body. The diagnosis of a pink tongue was made not 
only in healthy people but also in patients suffering from illness. This indicates both the difficulty 
and the importance of achieving an understanding among people regarding visual diagnosis of the 
tongue state.
Keywords : Chinese medicine diagnostics, Kanpo medicine, tongue examination, abdominal examination, 

















































A Study of the Changes in and Issues of Diagnosis of “Normal 
Tongue” in Chinese Medicine
LIANG Rong
Diagnosis of “a normal tongue” in Chinese medicine developed in two stages. In the first stage, 
typhoid patients were observed, as first discussed in Shang han ming li lun ( 傷寒明理論 ; A Study 
of Typhoid; 1156) by Cheng Wuji of the Jin dynasty. In the studies of that period, a “red” (that is, 
pink) tongue was considered “normal,” but there are some contradictory accounts that state that 
the red tongue was abnormal. In the second stage, healthy people were observed, as first recorded 
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Bodh Gaya issue during his nine-month stay in India in 1902.
 The paper sheds light on the Hindu Saivite abbot Mahant, who was strongly opposed to 
Dharmapala’s Buddhist revival movement, and the response of the British colonial government in 
India, which sought to maintain its policy of neutrality and noninterference in religious matters, 
vis-à-vis the Bodh Gaya issue. It looks at the activities of the Maha Bodhi Society during a twelve-
year period from 1891, when Dharmapala launched a movement to restore to Buddhist control 
the Mahabodhi temple at Bodh Gaya through 1902, when Okakura Tenshin visited Bodh Gaya, 
Gautama Buddha’s place of enlightenment.
 Heretofore, Okakura’s visit to Bodh Gaya has been understood mainly from the viewpoint of 
art history as an extension of his tour of old Buddhist sites in India such as the Ajanta and Ellora 
caves, so study of his activities at Bodh Gaya has till now been of limited scope. Research on 
Dharmapala’s association with the Japanese, meanwhile, has focused on such figures as the priest 
Shaku Kōnen and scholar of Buddhism Tanaka Chigaku, and little attention has been focused on 
Okakura in the context of the Dharmapala-led Buddhist revival movement.
 Okakura, however, visited Bodh Gaya three times during his nine-month stay in India, and 
on those visits he planned the construction of a rest house for Japanese pilgrims and negotiated 
with Mahant as chief Hindu abbot of the temple, for acquisition of land for the rest house. This 
was the only place he visited three times during his stay, indicating an out-of-the-ordinary interest 
in Bodh Gaya.
 This paper attempts to demonstrate what Okakura was trying to accomplish through 
involvement in the revival movement by examining, on the vertical axis, the activities of 
Dharmapala, who led the revival of Buddhist pilgrimage to Bodh Gaya through his Maha Bodhi 
Society, and, on the horizontal axis, Dharmapala’s relationship with Mahant, the British Indian 
government, and the Japanese. 
 The discussion divides the 1891–1902 Buddhist revival movement at Bodh Gaya into three 
phases. The first phase discusses the movement, starting in 1891, by Dharmapala’s Maha Bodhi 
Society to purchase the Bodh Gaya temple and the British Indian government officials’ perceptions 
of Dharmapala. The second phase concerns a dispute that arose over a statue of Amitabha donated 
to the Bodh Gaya temple from Japan; it involved Dharmapala, who placed the image in the inner 
sanctum of the main temple in 1895, and Mahant, who had removed the image. This phase also 
includes the disagreement between the British Indian government and the Maha Bodhi Society 
over the placement of the Buddhist image in a rest house built by a Burmese king at the corner of 
the temple precincts. The third phase covers relations between Dharmapala, Mahant, and the 
British Indian government concerning the construction of a new rest house and the placement of a 
Buddhist image, as well as Okakura Tenshin’s visit to Bodh Gaya in 1902 with a plan to build a 
rest house for Japanese and his negotiations for acquisition of land from Mahant.
 Scholarly attention to the activity of the Maha Bodhi Society at Bodh Gaya has thus far been 
focused mainly on the issue of the 1895 placement of the Buddhist image from Japan inside the 
main temple. The present study, however, addresses the statue of Amitabha placement problem as 
part of the issue of the rest house built in the Bodh Gaya temple. In so doing, it shows that the 
significance of Okakura Tenshin’s plan to build a new rest house was a way of providing a 
breakthrough for Dharmapala’s movement. 
Keywords : Bodh Gaya, Dharmapala, Okakura Tenshin, British India, Maha Bodhi Society, Mahant, 































Japanese and Dharmapala’s Buddhist Revival Movement:  
Hindu Abbot Mahant and the Religion Policy of the British Indian 
Government
TOGAWA Masahiko
This study takes up the involvement of Okakura Tenshin (1863–1913) in the worldwide 
movement to restore a Buddhist temple at Bodh Gaya in India organized by Anagarika 
Dharmapala (1864–1933), the Sri Lankan Buddhist revivalist who founded the Maha Bodhi 
Society. In particular it focuses on the background against which Okakura became involved in the 
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however, have delved very deeply into the history of the discourse, and the nature of the cultural 
phenomena that led to the emergence of sex education is still for the most part unclear. This paper 
attempts to reconstruct the history of the discourse, picking up where the perspectives of previous 
studies left off.
 This study examines the history specifically through a critical examination of the work of 
Motegi Terunori, whose work stands out among previous studies on the subject. Focusing on the 
period that extends from the late early modern period to late Meiji era, the paper explores the 
origin and beginnings of sex education in Japan.
 Already in the late early modern period there was a discourse that can be seen as the origins 
of sex education, but it was little developed compared with that of later times. In Meiji, various 
new elements of modern Western knowledge were introduced, and in that process a more 
articulate discourse emerged. In the process, however, frictions inevitably occurred between 
traditional culture and the imported knowledge; the frictions were eventually overcome by treating 
sex education as a science.
 By the end of the Meiji era, then, the discourse on sex education was established. The term 
“sei kyōiku” had been coined and the main educational theories advanced that constituted the 
discourse, and they had become socially recognized and accepted. 
Keywords : sex education, sex, children, education, sexology, medical science, zōkaki ron (study of (re)




















Keywords : Hikone domain, fudai daimyo, social stratification, samurai, san-okachi, distribution of 
























The Origin and the Beginnings of Sex Education in Japan
KOIZUMI Tomonori
The discourse on “sex education” (sei kyōiku) that is familiar today in Japan holds that, in order to 
guide children’s attitudes regarding sex, it is necessary to equip them with “correct” knowledge 
about sex or to provide them with other educational guidance. Many researchers have already 




Social Stratification of the Hikone Domain during the First Half of the 
19th Century
LIANG Yuan-lin
The Ii family of the Hikone domain offers an example of a fudai daimyo through which to 
examine the social stratification of retainers. This paper draws mainly on a bugenchō (register of 
retainers) compiled around 1830, and seeks to elucidate the inner structure of daimyo families. 
This is important for understanding the political system of early modern Japan as well as for 
considering the Meiji Restoration and the ensuing dissolution of the bushi stratum of society. The 
main findings of this study are as follows.
 Firstly, although the retainers of the Ii family were roughly divided into “samurai” and “san-
okachi,” their organization was not modeled on that of the Tokugawa shogunal family; it was 
specific to the Hikone domain. Secondly, as revealed by a quantitative analysis of the distribution 
of stipends of the retainers, those with a stipend of 1,000-koku or more were very few in number 
while those with less than 200-koku made up about 70 percent. In this regard, the Ii family was 
similar to the Mōri family of Hagi domain and the Tokugawa family of Owari domain. However, 
an examination of the distribution of bushi stipends in Hikone obtained by separately examining 
the chigyōtori (recipients of land revenue) and kuramaitori (recipients of rice), produced somewhat 
different results.
 The status of early modern bushi warriors can be understood not only by their class and 
stipend but also by such criteria as inheritance, entitlement to privileges of omemie (audiences with 
the lord), assignment of duties, and entitlement to ride a horse. But these criteria were not always 
consistent with social stratification. The status of retainers of the lower classes varied according to 
each of these criteria—this status inconsistency is found among other daimyo families as well.
 Unlike other daimyo families and the Tokugawa shogunal family, the Ii family frequently 
assigned duties to heyazumi dependents. One reason was presumably that, while the domain 
government organization was constructed, the number of retainers did not increase significantly. 
Another reason may have been that, at the time of the transfer of the headship of a retainer family 
due to the young death of its head or transfer of headship to a very young son, it was customary 
that that family’s stipend be reduced and the amount resulting from that reduction appropriated 
for the stipends of heyazumi who had been assigned to perform certain duties.
 This study finds that the status of the early modern bushi varies according to which criteria 
are used, making it very difficult to determine bushi social stratification. Status inconsistency is 
observed among lower-strata retainers, a phenomenon shared by all the large daimyo families 
regardless of whether or not they were among the forces that overthrew the Tokugawa shogunate. 
In the large daimyo families, moreover, retainers could be assigned to duties not as a family unit 
but as individuals. These phenomena provide important background for understanding why 
daimyo retainers threw in their lot with the movement to overthrow the shogunate and why the 
status of bushi collapsed in the late Tokugawa period.
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purpose behind Amati’s writing of the unpublished manuscript. This paper aims to add valuable 
insight into the little-known character of the Italian historian.
Keywords : Scipione Amati, Italian manuscript Breve Ristretto delli trè Stati Naturale, Religioso, e Politico del 
Giapone, Keichō embassy, Luis de Guzmán, Historia de las Misiones, Historia del regno di Voxu 


















































Scipione Amati’s Unpublished 1615 Italian Manuscript Breve Ristretto 
delli trè Stati Naturale, Religioso, e Politico del Giapone: 
A Study of Quoted Passages from Luis de Guzmán’s 1601 Spanish 
work, Historia de las Misiones
OGAWA Hitoshi
At the mention of Scipione Amati (1583–1653), the negotiator and interpreter serving the last 
part of the Keichō embassy (1613–1616), researchers of the Italian Baroque period and Tokugawa 
Japan recall the Historia del regno di Voxu del Giappone (1615). It is no secret that Amati’s 
published report was a direct result of his having accompanied the Japanese delegation from 
Madrid to Rome from August 1615 to January 1616. However, it is also known that Amati left 
behind a manuscript giving an account of Japan, dedicated to the Borghese family. This 80-page 
manuscript, titled Breve Ristretto delli trè Stati Naturale, Religioso, e Politico del Giapone (1615) also 
reports on the Japanese political situation in the seventeenth century, and paints a differing picture 
from Amati’s published work. Amati’s references and quoted passages from Luis de Guzmán’s 
Spanish study Historia de las Misiones in this account are especially worthy of careful research. 
While aiming to highlight the discrepancies appearing in Amati’s study through scrutiny and 
comparison of the texts penned by Amati and Guzmán, this paper will illuminate the main 
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論文要旨・SUMMARIES
piece. Ijitsu Michifumi objects to that view, arguing that “[the Kūkai poem] shows no trace of 
following the example of youxian poetry. Kūkai referred to ancient Chinese youxian works but did 
not follow them indicates that he either intentionally ignored them or put them aside.” Ijitsu 
emphasizes Kūkai’s aspiration, which was to try “to create in form and content a totally new kind 
of ‘mystical excursion’ poem.” Both Hatooka and Ijitsu referred to the relationship between the 
poem by Kūkai and conventional youxian poems in the Wenxuan and other ancient Chinese 
anthologies, but not enough study has been done concerning the influence on Kūkai of the literary 
works and philosophical/intellectual trends he was actually exposed to while in China.
 How did Kūkai in his “Yūsanbosen shi” poem reconstruct the youxian poetry of the Wenxuan 
while incorporating Buddhist elements? Was the poem completely original? This paper looks at 
Kūkai’s view of literature as expressed in his writings after returning from China as the main source 
of clues for understanding his ideas about literary creation. And, taking into consideration the 
possible relationship of the Kūkai poem to the previous works of prose and poetry and teachings of 
Confucianism, Buddhism, and Daoism that Kūkai noted in China, I examine how his 
“Yūsanbosen shi” poem accepts and goes beyond the youxian poetry of the Wenxuan. The analysis 
first looks at his view of literature as observed in his Rōko shiiki (Teachings for the Deaf and Blind), 
Sangō shiiki (Indications of the Three Teachings), and Bunkyō hifuron (The Secret Treasury of 
Poetic Mirrors). It then introduces the content and structure of the youxian poetry in the Wenxuan, 
and then scrutinizes the content and structure of the Kūkai work. Finally, the study looks at the 
relation of the Kūkai poem to the short poem “Duange xiang” by mid-Tang priest and poet Jiaoran 
(730–799). These observations help to demonstrate the significant effect of Kūkai’s view of 
literature, of the three teachings, and of prose and poetry formed during his experiences in China 
on the creation of the “Yūsanbosen shi.” 
Keywords : Kūkai, “Yūsanbosen shi,” “mystical excursion” (youxian) poetry, the Wenxuan (Jp. Monzen), the 
Sangō shiiki, Buddhism, hermit-like mountain excursion, visit to Tang China, “Duange xiang,” 







その体験を基に『伊達政宗遣欧使節記』（1615 年）Historia del Regno di Voxu del Giappone を著し
たイタリア人シピオーネ・アマーティ（Scipione Amati 1583 ～ 1653）の手稿「日本略記」
Breve Ristretto delli trè Stati Naturale, Religioso, e Politico del Giapone を取り上げ、多くの引用が認め
られるルイス・デ・グスマン（Luis de Guzmán1543 ～ 1605）著『東方伝道史』（1601 年）



























Moving Beyond the “Mystical Excursion” Poems in the Wenxuan: 
Focusing on Kūkai’s Poem “Yūsanbosen shi”
TIAN Yunming
Shōryōshū, a collection of poetry and prose by Priest Kūkai (774–835), begins with “Yūsanbosen shi” 
(Mystical Excursion Poem). Although the title suggests a hermit-like mountain excursion, the 
work contains many elements of Buddhism. Hatooka Akira sees similarities in this poem to the 
“mystical excursion (youxian)” verse in the sixth-century Chinese literary anthology Wenxuan (Jp. 
Monzen), considering the Kūkai poem’s structure, sources, the motive for its creation, and its 



















Bunlyegi and the Future of Populism:  
Democracy and the Outcasts of Society
SHIM Hee-Chan
Japan’s “lost two decades” represent the troubles of the Japanese economy—a time of economic 
slump and collapse. In its background, meanwhile, was the collapse of several ideas that supported 
post-Cold War Japan, and important among these was the problem of democracy. This paper 
connects Japan’s “lost two decades” with the 1967 Korean novel, Bunlyegi by Bang Young-wung to 
consider the emergence of democracy.
 While introducing the most recent discourse on populism, this study seeks to move beyond it 
by returning to Korea in the period when the Cold War system was being established in order to 
consider the possibility of a type of democracy that germinated at the time of the April Revolution 
in 1960 that might have been quite different from Korea’s current democracy. I discuss the insights 
offered on that era by Bunlyegi, with its focus on the revolutionary character of the people 
involved—outcasts, the lumpenproletariat—those who were cast out and ignored because of the 
exclusivist nature of democracy. I examine how such people were rehabilitated on the political 
stage.
Keywords : Bunlyegi, populism, “lost two decades,” democracy, outcasts, April revolution, Korean politics
　
XJapanese Studies as a Global Knowledge-generating Mechanism
ZHONG Yijiang
This essay explores how the world-historical trend of globalization, which has brought about 
profound changes to Japan and the entire world in the past two decades, might enable a new 
imagining of Japanese Studies as a global knowledge-generating mechanism that supersedes the 
entrenched conception of a discipline dominated by political and national interests. Understanding 
the study of Japan both in and outside Japan as part of modern knowledge production which is 
based on the humanist tradition originating in eighteenth-century Europe, this essay conducts a 
critical examination of two tensions inherent in this humanist tradition: first, what can be called 
the humanitas-nation conceptual nexus, and second, the humanitas-anthropos figuration. These 
tensions have from the very beginning accompanied the humanist mode of knowledge production 
while historically enabling its global dissemination. The first tension is between humanistic studies 
as a universalistic category and the humanities as disciplinary knowledge more about the nation 
than humans in general. This is an interdependent pair in the sense that the ideal of universal 
humanity enabled the implementation of modern knowledge production all over the world, but 
the carrier of that ideal was the exclusive and particularistic national framework. The second 
tension between modern humanistic studies and anthropos is similarly interdependent in that 
anthropos served as the to-be-known Other of European self-perception as the knowledge-
producing subject. The humanitas - vs. - anthropos figuration constituted one key epistemological 
principle underlying modern knowledge production as it attended European colonial expansion in 
the world. The multifaceted process of globalization, however, is changing the historical conditions 
that have sustained the paired tensions in humanist production of modern knowledge. 
Globalization results partly from the rise of the non-Western world and increasingly disrupts the 
epistemological and cultural boundaries that separated the West and the non-West. It dissolves 
rooted forms of separation and discrimination while generating new forms of inequality and 
distinction. Harnessing some of the multivalent forces of globalization helps us problematize the 
humanitas-vs.-anthropos figuration as well as the nation that framed humanist studies around the 
world. The dissipation if not complete dissolution of these two humanist tensions may lead to the 
imagining of a new type of humanities studies that relativizes the nation that limited our imagining 
as well as thinking. As higher education and academia are becoming more interconnected, Japanese 
Studies is likewise being transformed into a transnational academic discipline from which a new 
consciousness may arise. This is a consciousness that self-situates in the world-historical process of 
globalization while trying to determine how to exercise its limited agency to shape this process. 
More specifically, we can start to imagine the possibility of certain global humanities studies with 
“Japan” as its subject, object, or just background, and furthermore, we can start to make it happen.
Keywords : Japanese Studies, nation-state, humanitas, anthropos, area studies, modernization theory, Cold 











































Ideologies of State, Market, and Gender from High Growth to 
 “Lost Decades”
Andrew GORDON
An extraordinary change in the substance and tone of discourse on Japan took place both inside 
and outside the country in the 1990s. Its emblem was the take-off of the term “lost decades.” The 
first published use in English and in Japanese appears to have been during the same week in the 
summer of 1998, and the idea that Japan was declining or lost was a co-production of global and 
local voices. This paper seeks to understand the emergence of a discourse of “loss” by examining 
conservative ideology from the 1970s through the 2010s. It focuses on two aspects of the shifting 
ideological landscape that are most relevant to the erosion of confidence in Japan’s future as a 
middle-class society. First, ideas about markets and competition as the means to sustain a good 
society. Second, attitudes toward change in gender roles. The paper argues that one thing “lost” 
over the past two-plus decades has been a conservative consensus as to what constitutes a good 
society and how that is to be sustained. In the 1970s and 1980s that consensus centered on 
confidence in a Japanese mode of managed competition and a gender-divided structure of society 
where women ran families while men ran companies. Across the 1990s and 2000s, as elsewhere in 
the world one finds in Japan both a strong neo-liberal challenge to the idea of a managed economy, 
and a more modest challenge to the deeply entrenched gender division of labor in Japanese society. 
But in Japan neither challenge has unambiguously won the day.
Keywords : lost decades, managed competition, gender, neo-liberalism, Ohira research group report, 










Uniqueness (nihonjin-ron). Japanese culturalism was a sort of reaction to the images of Japanese 
culture imposed by American scholars of National Character Studies, an early phase of US area 
studies on Japan. Resentful though they were toward the discourse of the US area studies on Japan, 
many Japanese scholars responded to National Character Studies by not rejecting but 
appropriating the basic structure of the American discourse, and they attempted to offer modified 
images of Japanese culture within the same epistemic framework. Thus, Japanese Studies in Japan 
as well as North America is characterized by the structure of civilizational transference in which 
Japanese scholars tirelessly tried to ascertain the uniqueness of Japanese culture within what Stuart 
Hall called “the discourse of the West and the Rest,” as if responding to  Westerners’ demands.
 What has been deliberately excluded in Japanese culturalism is the perspective of other Asian 
intellectuals, a perspective from which the modern histories of both the US and Japan should be 
viewed as responsible for atrocities and colonial oppression. With the increase in the number of 
young scholars from China, Korea and other countries in East Asia, the prospect that Japanese 
Studies in Japan may embrace the genuine possibility of the decolonization of the mind is real.
Keywords : Modernization theory, Empire under subcontract, Pax Americana, postcolonial conditions, the 
loss of empire, modern international world, civilizational transference, double-decker bus 








































Postcolonial Conditions and the Future of Japanese Studies:  
Lost Two Decades and the Loss of Empire
SAKAI Naoki
Japan has been called the only modernized society in Asia, even after the demise of the pre-war 
empire in the Asia Pacific War. During the Cold War period under Pax Americana, Japan served as 
the central player for the US anti-communist confinement policy in East Asia; it received 
exceptional political, economic and military support from the United States of America, and 
enjoyed the status of an “empire under subcontract,” even though it had lost its colonies and the 
position of colonial master in 1945.
 Japanese Studies, a set of academic disciplines formed on both shores of the Pacific after the 
war, consisted of a peculiar complicity of the two separate formations: area studies on Japan which 
was created during the war and became one of the largest area studies programs in higher 
education in the United States on the one hand, and the humanistic national disciplines — 
Japanese literature, history, ethnography, and so on — which inherited the pre-war academic 
programs on the other. A tendency that became dominant in the Humanities programs in Japanese 
universities from the 1950s was Japanese culturalism, sometimes called the Discourse of Japanese 
論文要旨・SUMMARIES
VCONTENTS
SPECIAL ISSUE : “Lost Two Decades” and the Future of Japanese Studies
SAKAI Naoki
Postcolonial Conditions and the Future of Japanese Studies: 
Lost Two Decades and the Loss of Empire ････････････････････････････････････････････ 11
Andrew GORDON
Ideologies of State, Market, and Gender from High Growth to “Lost Decades” ････････････････ 23
ZHONG Yijiang
Japanese Studies as a Global Knowledge-generating Mechanism ･･･････････････････････････ 51
SHIM Hee-Chan
Bunlyegi and the Future of Populism: Democracy and the Outcasts of Society ･････････････････ 63
TIAN Yunming
Moving beyond the “Mystical Excursion” Poems in the Wenxuan: 
Focusing on Kūkai’s Poem “Yūsanbosen shi” ･･････････････････････････････････････････ 85
OGAWA Hitoshi
Scipione Amati’s Unpublished 1615 Italian Manuscript Breve Ristretto delli trè Stati Naturale,  
Religioso, e Politico del Giapone: 
A Study of Quoted Passages from Luis de Guzmán’s 1601 Spanish Work, Historia de las Misiones ･ 101
LIANG Yuan-lin
Social Stratification of the Hikone Domain during the First Half of the 19th Century ･････････ 127
KOIZUMI Tomonori
The Origin and the Beginnings of Sex Education in Japan ･･･････････････････････････････ 153
TOGAWA Masahiko
Japanese and Dharmapala’s Buddhist Revival Movement: 
Hindu Abbot Mahant and the Religion Policy of the British Indian Government ･････････････ 189
LIANG Rong
A Study of the Changes in and Issues of Diagnosis of “Normal Tongue” in Chinese Medicine ････ 231
NISHIDA Shōichi
Kakei Katsuhiko’s Thought in the 1900s ････････････････････････････････････････････ 253






















場合、400 ワード程度及び英語キーワード 10 ワード程度とする。
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